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─────────────────────────────────────────── 

平成18年 第２回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第６日） 

                             平成18年６月26日（月曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第６号） 

                        平成18年６月26日 午前10時00分開議 

 日程第１ 議案第85号由布市庄内農産物加工センターの指定管理者の指定についての撤回の件 

 日程第２ 請願・陳情について 

 日程第３ 報告第３号 平成１８年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類の提出に 

            ついて 

 日程第４ 報告第４号 平成１７年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出に 

            ついて 

 日程第５ 報告第５号 平成１７年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書について 

 日程第６ 認定第１号 平成１７年度挾間町一般会計並びに特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第７ 認定第２号 平成１７年度庄内町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第８ 認定第３号 平成１７年度庄内町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第９ 認定第４号 平成１７年度庄内町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第10 認定第５号 平成１７年度庄内町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第11 認定第６号 平成１７年度庄内町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第12 認定第７号 平成１７年度庄内町営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第13 認定第８号 平成１７年度湯布院町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第14 認定第９号 平成１７年度湯布院町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第15 認定第10号 平成１７年度湯布院町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第16 認定第11号 平成１７年度湯布院町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第17 認定第12号 平成１７年度湯布院町健康温泉館事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて  
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 日程第18 認定第13号 平成１７年度湯布院町久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

 日程第19 認定第14号 平成１７年度湯布院町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第20 認定第15号 平成１７年度挾間町水道事業会計収支決算の認定について 

 日程第21 認定第16号 平成１７年度湯布院町水道事業会計収支決算の認定について 

 日程第22 認定第17号 平成１７年度大分地域消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第23 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税条例の一部を改正す

る条例」 

 日程第24 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税特別措置条例の一部

を改正する条例」 

 日程第25 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「由布市使用料及び手数料条例

の一部を改正する条例」 

 日程第26 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて「由布市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」 

 日程第27 承認第７号 専決処分の承認を求めることについて「大分県退職手当組合規約の一

部を変更する規約」 

 日程第28 承認第８号 専決処分の承認を求めることについて「大分県消防補償等組合規約の

一部を変更する規約」 

 日程第29 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市一般会計

補正予算（第３号）」 

 日程第30 承認第10号 専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）」 

 日程第31 承認第11号 専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市湯布院健

康温泉館特別会計補正予算（第１号）」 

 日程第32 承認第12号 専決処分の承認を求めることについて「平成１８年度由布市老人保健

特別会計補正予算（第１号）」 

 日程第33 議案第69号 由布市肉用仔牛貸付基金条例及び由布市優良基礎雌牛導入基金条例を

廃止する条例について 

 日程第34 議案第71号 由布市優良基礎牛貸付基金条例の制定について 

 日程第35 議案第72号 由布市城ヶ原農村公園条例の制定について 

 日程第36 議案第76号 由布市職員の給与の特例に関する条例の制定について 
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 日程第37 議案第77号 由布市職員等の旅費の特例に関する条例の制定について 

 日程第38 議案第78号 由布市障害者自立支援条例の制定について  

 日程第39 議案第79号 由布市長等の給与の特例に関する条例の一部改正について 

 日程第40 議案第81号 由布市市営住宅条例の一部改正について 

 日程第41 議案第82号 由布市湯布院福祉センターの指定管理者の指定について 

 日程第42 議案第83号 由布市挾間老人福祉センターの指定管理者の指定について 

 日程第43 議案第84号 由布市長期滞在施設奥江休暇村センターの指定管理者の指定について 

 日程第44 議案第86号 由布市庄内特産品販売所「かぐらちゃや」の指定管理者の指定につい

て 

 日程第45 議案第87号 由布市乙丸温泉館の指定管理者の指定について 

 日程第46 議案第88号 由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定について 

 日程第47 議案第89号 中依地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第48 議案第90号 佐土原地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第49 議案第91号 山崎地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第50 議案第92号 平地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第51 議案第93号 鮎川地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第52 議案第94号 上津々良地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第53 議案第95号 小平地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第54 議案第96号 水地地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第55 議案第97号 中島地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第56 議案第98号 槐木地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第57 議案第99号 東石松地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第58 議案第100号 石光地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第59 議案第101号 塚原地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第60 議案第102号 並柳地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第61 議案第103号 若杉地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第62 議案第104号 荒木地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第63 議案第105号 畑地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第64 議案第107号 由布市石武農民研修センターの指定管理者の指定について 

 日程第65 議案第108号 由布市下湯平農民研修センターの指定管理者の指定について 

 日程第66 議案第109号 由布市前徳野農業研修所の指定管理者の指定について 

 日程第67 議案第110号 由布市湯平農業研修所の指定管理者の指定について 
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 日程第68 議案第111号 由布市奥江地区研修施設の指定管理者の指定について 

 日程第69 議案第112号 中台老人憩いの家の指定管理者の指定について 

 日程第70 議案第113号 茅場老人憩いの家の指定管理者の指定について 

 日程第71 議案第114号 市道路線の認定について 

 日程第72 議案第115号 事務の委託の協議について「日出町」 

 日程第73 議案第116号 大分県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の増減につ 

             いて 

 日程第74 議案第117号 平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）について 

 日程第75 議案第118号 由布市里の駅陣屋市場の指定管理者の指定について 

 日程第76 議案第119号 由布市川西農村健康交流センターの指定管理者の指定について 

 日程第77 議案第120号 由布市下湯平地域特産物加工施設の指定管理者の指定について 

 日程第78 議案第121号 内徳野地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第79 発議第３号 由布市議会の議決事件に関する条例の制定について 

 追加日程 

 日程第80 発議第４号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 

 日程第81 閉会中の継続審査・調査申出書 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第85号由布市庄内農産物加工センターの指定管理者の指定についての撤回の件 

 日程第２ 請願・陳情について 

 日程第３ 報告第３号 平成１８年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類の提出に 

            ついて 

 日程第４ 報告第４号 平成１７年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出に 

            ついて 

 日程第５ 報告第５号 平成１７年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書について 

 日程第６ 認定第１号 平成１７年度挾間町一般会計並びに特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第７ 認定第２号 平成１７年度庄内町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第８ 認定第３号 平成１７年度庄内町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第９ 認定第４号 平成１７年度庄内町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第10 認定第５号 平成１７年度庄内町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
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 日程第11 認定第６号 平成１７年度庄内町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第12 認定第７号 平成１７年度庄内町営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第13 認定第８号 平成１７年度湯布院町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第14 認定第９号 平成１７年度湯布院町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第15 認定第10号 平成１７年度湯布院町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第16 認定第11号 平成１７年度湯布院町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第17 認定第12号 平成１７年度湯布院町健康温泉館事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて  

 日程第18 認定第13号 平成１７年度湯布院町久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

 日程第19 認定第14号 平成１７年度湯布院町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第20 認定第15号 平成１７年度挾間町水道事業会計収支決算の認定について 

 日程第21 認定第16号 平成１７年度湯布院町水道事業会計収支決算の認定について 

 日程第22 認定第17号 平成１７年度大分地域消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第23 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税条例の一部を改正す

る条例」 

 日程第24 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税特別措置条例の一部

を改正する条例」 

 日程第25 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「由布市使用料及び手数料条例

の一部を改正する条例」 

 日程第26 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて「由布市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」 

 日程第27 承認第７号 専決処分の承認を求めることについて「大分県退職手当組合規約の一

部を変更する規約」 

 日程第28 承認第８号 専決処分の承認を求めることについて「大分県消防補償等組合規約の

一部を変更する規約」 

 日程第29 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市一般会計
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補正予算（第３号）」 

 日程第30 承認第10号 専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）」 

 日程第31 承認第11号 専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市湯布院健

康温泉館特別会計補正予算（第１号）」 

 日程第32 承認第12号 専決処分の承認を求めることについて「平成１８年度由布市老人保健

特別会計補正予算（第１号）」 

 日程第33 議案第69号 由布市肉用仔牛貸付基金条例及び由布市優良基礎雌牛導入基金条例を

廃止する条例について 

 日程第34 議案第71号 由布市優良基礎牛貸付基金条例の制定について 

 日程第35 議案第72号 由布市城ヶ原農村公園条例の制定について 

 日程第36 議案第76号 由布市職員の給与の特例に関する条例の制定について 

 日程第37 議案第77号 由布市職員等の旅費の特例に関する条例の制定について 

 日程第38 議案第78号 由布市障害者自立支援条例の制定について  

 日程第39 議案第79号 由布市長等の給与の特例に関する条例の一部改正について 

 日程第40 議案第81号 由布市市営住宅条例の一部改正について 

 日程第41 議案第82号 由布市湯布院福祉センターの指定管理者の指定について 

 日程第42 議案第83号 由布市挾間老人福祉センターの指定管理者の指定について 

 日程第43 議案第84号 由布市長期滞在施設奥江休暇村センターの指定管理者の指定について 

 日程第44 議案第86号 由布市庄内特産品販売所「かぐらちゃや」の指定管理者の指定につい

て 

 日程第45 議案第87号 由布市乙丸温泉館の指定管理者の指定について 

 日程第46 議案第88号 由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定について 

 日程第47 議案第89号 中依地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第48 議案第90号 佐土原地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第49 議案第91号 山崎地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第50 議案第92号 平地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第51 議案第93号 鮎川地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第52 議案第94号 上津々良地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第53 議案第95号 小平地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第54 議案第96号 水地地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第55 議案第97号 中島地区集会所の指定管理者の指定について 
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 日程第56 議案第98号 槐木地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第57 議案第99号 東石松地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第58 議案第100号 石光地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第59 議案第101号 塚原地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第60 議案第102号 並柳地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第61 議案第103号 若杉地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第62 議案第104号 荒木地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第63 議案第105号 畑地区自治公民館の指定管理者の指定について 

 日程第64 議案第107号 由布市石武農民研修センターの指定管理者の指定について 

 日程第65 議案第108号 由布市下湯平農民研修センターの指定管理者の指定について 

 日程第66 議案第109号 由布市前徳野農業研修所の指定管理者の指定について 

 日程第67 議案第110号 由布市湯平農業研修所の指定管理者の指定について 

 日程第68 議案第111号 由布市奥江地区研修施設の指定管理者の指定について 

 日程第69 議案第112号 中台老人憩いの家の指定管理者の指定について 

 日程第70 議案第113号 茅場老人憩いの家の指定管理者の指定について 

 日程第71 議案第114号 市道路線の認定について 

 日程第72 議案第115号 事務の委託の協議について「日出町」 

 日程第73 議案第116号 大分県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の増減につ 

             いて 

 日程第74 議案第117号 平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）について 

 日程第75 議案第118号 由布市里の駅陣屋市場の指定管理者の指定について 

 日程第76 議案第119号 由布市川西農村健康交流センターの指定管理者の指定について 

 日程第77 議案第120号 由布市下湯平地域特産物加工施設の指定管理者の指定について 

 日程第78 議案第121号 内徳野地区自治公民館の指定管理者の指定について 
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────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（後藤 憲次君）  皆さん、おはようございます。今定例会も本日が最終日となりました。

議員各位には連日の御審議並びに現地調査等でお疲れのことと存じますが、本日の御審議のほど

よろしくお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員数は２６人です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。 

 執行部より、市長、助役、教育長、各部課長の出席を求めています。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第６号により行います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（後藤 憲次君）  まず、日程第１、議案第８５号由布市庄内農産加工センターの指定管理

者の指定についての撤回の件を議題とします。 

 市長から、議案第８５号の撤回理由の説明を求めます。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  皆さん、おはようございます。連日の審査、また現地調査、大変お疲れ

でございます。 

 ただいま上程されました議案第８５号由布市庄内町農産加工センターの指定管理者の指定につ

きまして、議案の撤回をいたしたいので、御説明を申し上げます。 

 この件につきましては、６月２１日付で、かぐらちゃやグループ代表から指定申請取り下げ書

が提出されました。 

 理由といたしまして、再度の現地調査などを行う中で、経営収支に見合うだけの雇用の確保が

不可能であることや、施設設備の老朽化でかなりの負担が生じることなどが主な理由でございま

す。 

 今後は、設置目的に沿った内容で十分に検証・検討する中で考えてまいりたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  市長の撤回理由の説明が終わりました。 

 ただいま議題となっております議案第８５号由布市庄内農産加工センターの指定管理者の指定

について撤回の件については、これを承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、議案第８５号由布市庄内農産加工セン

ターの指定管理者の指定について撤回の件については、これを承認することに決定いたしました。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

 次に、日程第２、請願・陳情についてを議題とします。 

 本定例会において付託いたしました請願・陳情６件並びに平成１８年第１回市議会定例会にお

いて継続審査となっております陳情受理番号６、関心ある市民・有識者を主とする入札改革委員

会を設置し、財政再建・住民サービス向上に実効ある入札改革を求める陳情について、各常任委

員長に審査の経過と結果について報告を求めます。 

 まず、文教厚生委員長、溝口泰章君。 

○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会委員

長、溝口泰章です。 

 本委員会に付託の請願１件、陳情１件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第

１３６条第１項の規定により報告します。 

 まず、請願についてでございます。受理番号１３、受理年月日、平成１８年５月３１日、件名、

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願についてです。 

 次代を担う子供たちの教育は国の責任においてなされるべきです。その観点から義務教育費国

庫負担制度の堅持には賛成します。 

 しかし、現行の国の負担割合が２分の１から３分の１に変更することは、地方６団体が三位一

体の改革の中で賛成しており、２分の１に復元することは実現の可能性が乏しいのが現実です。

国庫負担を堅持する手法としては、むしろ税源移譲などの財源確保を要望すべきである旨の意見

を付して採択といたします。 

 次いで、陳情です。受理番号７、受理年月日、平成１８年５月１０日、件名、由布市ゴルフ協

会補助金増額に関する陳情についてです。 

 平成１８年３月定例会に引き続いての同趣旨陳情です。３月議会では不採択でした。 

 今回陳情団体の皆様から陳情趣旨を説明していただいた中で、当該団体は低迷するゴルフ場利

用者の回復、ゴルフ協議会での成績向上に資するための選手強化費等、由布市におけるゴルフ振

興のために補助金を陳情する旨伺いました。 

 増額申し出の根拠として、ゴルフ場利用税を通じ由布市財政へ寄与しているところから、他の

スポーツ団体とは違うということで、補助金増額を陳情したいとのことです。 

 しかし、ゴルフ場利用者は、利用税を負荷なく支払えると想定されていること、また由布市内

ゴルフ場の利用者がすべて由布市民とは限らないこと。また、７０歳以上１８歳未満、身体等障

害者、学校課外活動に際しては非課税であり、以前に比べ優遇措置も講じられています。 

 市においては、由布市体育協会及び各町体育協会に対する補助金を前年比２割減１,５４９万

１,０００円の１８年度当初予算で既に議決し予算措置がなされています。これとは別枠の補助
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金をゴルフ協会へ拠出することは、本日出席の議員各位におかれても御理解されているように、

現在の由布市の財政力からは不可能と判断します。 

 また、この市体協の補助金の配分を増額するにしても、市体協、各町体協を通じて、各スポー

ツ団体へ交付されるシステムから、ゴルフ協会は体協内で他の団体との協議を通して補助金の増

額を申し出ることにより増額を実現すべきであります。この点から、議会に対する市体協補助金

の中からゴルフ協会への補助金の増額を申し入れることは妥当性を欠くことになります。 

 将来、財政状況が改善すれば、ゴルフに限らずスポーツを通した市民の親睦、青少年の健全育

成、生涯スポーツの充実という面で補助金の見直しが可能になります。今後のジュニア、レデ

ィース、シニアという性や年齢を越えたスポーツ発展にゴルフが寄与するところが大きいことや

県民体育大会及び平成２０年大分国体に向けた選手の育成などの必要性は十分認識するところで

す。しかし、体協とは別枠の補助金及び現在の補助金の増額は現時点においては困難と判断しま

す。 

 よって、現時点における本陳情は不採択とします。 

 以上で、請願・陳情の審議の報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、建設水道常任委員長、佐藤正君。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  それでは、建設水道常任委員会に付託されました請願・

陳情の御報告をいたします。 

 本委員会に付託の請願３件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１３６条第

１項の規定により報告をいたします。 

 審査状況でございます。日程、６月２０日、２１日、２２日の３日間でございます。審議者、

全委員でございます。現地調査でございますが、①で、乙丸三、宮園上組、花園上組里道の市道

認定について、②由布市湯布院中学校東門に隣接する道路舗装のお願い（農道川北２号線の一

部）③が、市道みの草下線拡幅改良に関する請願、委員会は第３委員会室におきまして、担当課

は建設課でございます。 

 審議結果でございますが、受理番号９、受理年月日が平成１８年５月１６日、件名、乙丸三宮

園上組・花園上組里道の市道認定について。 

 現地において、地元自治委員、各組長並びに担当課より詳細な説明を受けました。この道路は、

自治区の中心に位置し、地域住民の生活に密着した幹線道路であり、交通量の増加により、通学

路として、さらには高齢者の安全確保にも支障を来たしているのが見受けられます。住環境の整

備と観光客への安全・安心を確保するためにも、市道しての必要性が認められます。しかしなが

ら、総延長３４７メーターの内一部道路位置指定済みの箇所（Ｌ＝４２メーター）については、

市道としての必要性がなく、この部分を除く３３２メーター部分を条件つきにて採択とします。 
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 審査結果は採択でございます。 

 受理番号１０、受理年月日は平成１８年５月２５日、件名、由布市湯布院町中学校東門に隣接

する道路舗装のお願い（農道川北２号線の一部）。 

 この道路は、通学路として、また住民地域内の生活道路として極めて重要な道路でありますが、

台風等の自然災害の都度、冠水し通行不能となり、請願の趣旨が十分理解できるところでありま

すが、この請願は農道の舗装要望であり、当委員会の審議にはそぐわないとの意見が出されまし

た。 

 審議をするに当たり、舗装部分のみの工事だけでは道路としての役割は果たせないものとの判

断に決しました。ついては、優先順位として、まず市道認定を行うことが妥当と思われますので、

継続審議といたします。 

 審査結果は、継続審議でございます。 

 次に、受理番号は１１、受理年月日が平成１８年５月２９日、市道みの草線拡幅改良に関する

請願。 

 現地確認を行う中で、この道路は区内を東西に横断する幹線道路であり、中央には公民館等も

位置しており、また、幅員が狭く諸行事に支障を来たしているのが見受けられます。有事の際の

緊急車両の通行や高齢者、または子供たちの安全性をかんがみるとき、道路拡幅の必要性が十分

理解できますが、当委員会の意見として改良工事の総延長が８９５メーターあり、財政面におい

て全面拡幅は不可能であり、危険箇所を優先しての一部改修拡幅工事を行うのが妥当との判断に

決しましたので、以上の意見を付して採択とします。 

 審査結果は採択でございます。 

 次に、陳情の継続審査分でございますけれども、受理番号６、受理年月日が平成１８年３月

７日、件名が、関心ある市民・有識者を主とする入札改革委員会を設置し、財政再建・住民サー

ビス向上に実効ある入札改革を求める陳情でございますが、当委員会として、もう少し十分な審

議を重ねて結果を出したいというような結論に達しましたので、審査の結果、継続審査といたし

ます。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、観光経済常任委員長、西郡均君。 

○観光経済常任委員長（西郡  均君）  観光経済常任委員会の委員長、西郡です。本委員会に付

託された請願の結果を報告します。 

 ６月２０日、委員全員出席のもと第１委員会室で審査し、午後現地調査を行いました。請願者

から直接話を伺うことができました。 

 受理番号１２番、件名は、湯布院町下石武揚水地改修工事の一部補助金について。 
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 委員会としては、受益面積８反、受益戸数５戸と小規模で小さなため池であるが、これが災害

の適用にならず、以前水源を町に移管したその代替施設として町役場がこの用水池を設置したこ

とを考慮すれば、災害復旧の工事費を一部負担することは当然と考えられる。こうした類似施設

の整備に関する補助制度が旧町時代、湯布院、庄内にはそれぞれあったことを考えれば、個別に

特別扱いをこのように繰り返すのではなく、由布市での統一的な公的補助制度を早急につくるこ

とが求められるという意見をしました。 

 審査結果は、当委員会としてはこの請願を採択することに決定いたしました。 

 終わりです。 

○議長（後藤 憲次君）  以上で各委員長の報告が終わりました。 

 これより審議に入ります。 

 まず、請願受理番号９、乙丸三宮園上組・花園上組里道の市道認定についてを議題として質疑

を行います。質疑の申し出がありますので、許します。８番、西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  委員長にお伺いします。 

 事細かに審査されて、意見も付されているのでよくわかったんですけども、里道と言いますけ

れども、個人の所有地が全くない所なのかどうか、その辺の確認はされたかということが１点。

それと、含まれていれば、当然権利放棄に関する文書等が存在しているのかどうか、その２点に

ついてお尋ねしたいと思います。癩癩所有権等が、個人の私有地があれば、その地上に関する権

利一切放棄をするというような、そういう文書が存在しているかどうか、いわゆる個人の土地が

なければ、私有地がなければ結構なんですけども。 

○議長（後藤 憲次君）  産業建設委員長。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  お答えをいたします。 

 現地におきまして、先ほど申し上げましたように、自治委員さん等からお話を聞きまして、私

有地については一部存在しておりますけれども、道路位置規定の箇所が恐らく共有の名義になっ

ているかと思いますので、この一部の道路位置規定部分の箇所だけ、４２メーターの分だけ削除

したということでございます。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  討論なしと認めます。 
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 これより請願受理番号９を採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。この請願は

委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号９、乙丸三宮園上組・花園

上組里道の市道認定については、委員長報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号１０、由布市湯布院中学校東門に隣接する道路舗装のお願いを議題としま

す。 

 この請願に対する委員長報告は継続審査です。この請願は、委員長報告のとおり継続審査とす

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  それでは、請願受理番号１０、由布市湯布院中学校東門に隣接する道路

舗装のお願いは継続審査とすることに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号１１、市道みの草下線拡幅改良に関する請願を議題として質疑を行います。

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより請願受理番号１１を採決します。この請願に対する委員長報告は採択

です。この請願は、委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号１１、市道みの草下線拡幅

改良に関する請願は、委員長報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号１２、湯布院町下石武揚水池改修工事の一部補助金についてを議題として

質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより請願受理番号１２を採決します。この請願は、委員長報告のとおり決

定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号１２、湯布院町下石武揚水

池改良工事の一部補助金については、採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号１３、義務教育国庫負担制度の堅持を求める請願を議題として質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより請願受理番号１３を採決します。この請願に対する委員長報告は採択

です。この請願は、委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号１３、義務教育費国庫負担

制度の堅持を求める請願は採択することに決定いたしました。 

 次に、陳情受理番号７、由布市ゴルフ協会補助金増額に関する陳情書を議題として質疑を行い

ます。質疑ありませんか。４番、新井一徳君。 

○議員（４番 新井 一徳君）  ４番、新井です。文教厚生委員長にお尋ねしますけど、陳情者と

の協議があったと思いますけど、ゴルフに関しては他の協議とは違って、公の施設を使っての協

議ではないと。利用税というものを納めながらの大会競技であります。他の大会等は公の施設で

使用料等を納めてのことでありますけども、その辺のところが陳情者との協議がちゃんとできて、

陳情者は理解を得られたのでしょうか、その辺のところをお尋ねします。 

○議長（後藤 憲次君）  文教厚生委員長。 

○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  お答えいたします。 

 ゴルフというスポーツの特質からの利用費負担に関する市の補助金の増額をしなさいというふ

うな感じで今質疑受けましたけれども、事実先日の陳情者との意見聴取の中ではそのような御意

見ございました。そして、我々委員会としてお答えしたときに、やはりこのままの状態でゴルフ

に対する特別な、他のスポーツと違うところはわかりますけれども、特別な陳情を認めたならば、

この後他のスポーツに対してもやはり同じように、スポーツの性格上の違いを超えた同じような

陳情の趣旨で増額の申し出が必ず来るんじゃないかというところを非常に危惧してるんだという

ことをお伝えしまして、その点の理解も得たところでございます。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論ありませんか。この議案に反対の討論からお願いします。癩癩ありませんか。癩癩じゃあ、

賛成討論お願いします。 

○議員（１８番 小野二三人君）  先ほど委員長の方からこれに対する報告がなされました。

１８番、小野でございます。 

 受理番号７、平成１８年５月１０日付、由布市ゴルフ協会補助金増額に関する陳情書に対して、
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私は賛成の立場から討論をさせていただきたいと思います。本件の陳情趣旨もさることながら、

次のことを理由といたしまして賛同を私もいたしたいと、そういうふうに思っております。 

 賛成の基底になるものはこういうことでございます。ただいま委員長の報告より不採択の審査

報告がなされました。御案内のように、今本市では行政改革基盤の強化等の中で、いよいよ本格

的な行政改革に取り組まれておるところでございます。行革の取り組みの方策については幾つか

あろうかと思いますが、ここでは具体的に申し上げませんが、ただ一つ、事務事業、多くの補助

金の見直しの中でのスクラップ・アンド・ビルドの断行をすれば、むしろ行革に逆行し、財政運

営の支えになるとは私は思っておりません。古くなった仕事をスクラップし、こういうまちづく

りをしたいという新しい仕事に取り組むことも行革だと、そういうふうに思っております。行政

改革は歳出カットが目的ではなく、それは手段だと思います。無駄、不合理、不要なものにメス

に入れ、そこで浮いた財源で、さきに申しました新しい仕事に向ける、これが目的であろうかと

思います。 

 以上のようなことから、あえてゴルフ協会のみにとは申しません。委員会の意見の中での中段

で申されることと重複することもありますけども、由布市全体の社会体育の活動組織である体育

協会組織の強化を図る上から、またスポーツ水準の向上を図る上から、ぜひ体育協会全体の補助

金の底上げをしていただきたい。運用は体育協会にゆだねたらと、そういうふうに思っておりま

す。 

 また、あらゆるスポーツをすることによって、体力増強にもつながるし、健康の保持、疾病の

予防にもつながろうかと思います。まだまだほかにも考えられることがたくさんありますけども、

入るをはかりて、私は出ずるというふうに表現をさせていただいておりますけども、入るをはか

りて出ずるを制すということから、今は逆の方向に移行しているときになぜという異論もあろう

かと思いますが、あえて私は本件については今申しましたことを強く要望いたして、そういうこ

とを理由にして、本件に対して賛成の討論とさせていただきたいと、そういうふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより陳情受理番号７号を採決します。この陳情に対する委員長報告は不採択です。この陳

情を採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員18名中起立７名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立少数であります。よって、陳情受理番号７、由布市ゴルフ協会補助
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金増額に関する陳情書は不採択とすることに決定いたしました。 

 次に、平成１８年第１回市議会定例会において継続審査となっておりました、陳情受理番号６、

関心ある市民・有識者を主とする入札改革委員会を設置し、財政再建・住民サービス向上に実効

ある入札改革を求める陳情についてを議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、この請願に対する委員長報告は継続審査です。この請願は委員長報告のとおり

継続審査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、陳情受理番号６、関心ある市民・有識者

を主とする入札改革委員会を設置し、財政再建・住民サービス向上に実効ある入札改革を求める

陳情については、継続審査とすることに決定をいたしました。 

 ここで１０分間休憩します。再開は１０時４０分に再開します。 

午前10時30分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時42分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（後藤 憲次君）  次に、日程第３、報告第３号平成１８年度由布市土地開発公社の事業計

画を説明する書類の提出についてから、日程第７８、議案第１２１号内徳の地区自治公民館の指

定管理者の指定についてまでの７６件を一括議題とします。 

 付託いたしました諸議案について、各常任委員会並びに決算特別委員会にそれぞれの議案審議

にかかわる経過と結果について報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長、正野征平君。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  報告いたします。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果、次のとおり決定しましたので、会議規則第１０３条の

規定により報告いたします。 

 事件の番号、報告第３号、件名、平成１８年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類

の提出について、報告第４号平成１７年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出

について、審査の結果は、原案を承認すべきものと決定。 

 経過及び理由につきましては、以上報告２件については、由布市土地開発公社の平成１８年度

事業計画、予算書、資金計画書の報告と同平成１７年度の事業報告及び決算諸表等の報告案件で
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あります。 

 全員一致で原案のとおり承認すべきものと決定いたしました。 

 次に、事件の番号、報告第５号、件名、平成１７年度由布市一般会計繰越明許費、繰越計算書

について、審査の結果、原案を承認すべきものと決定。 

 経過及び理由、平成１７年度繰越明許費について、耕地災害復旧工事の優先、市道改良工事の

用地取得のおくれや災害査定の遅延により、農林水産業費ほか８件、合計６億８,３４４万

６,０００円を翌年度へ繰り越すものであります。 

 財源としては、国県支出金４億８,３６１万６,０００円、辺地債、災害復旧債ほか１億

５,２７０万円、地元負担金１,５７５万９,０００円ほか一般財源３,１３３万１,０００円とな

っております。 

 全員一致で原案のとおり承認すべきものと決定いたしました。 

 次に、事件番号、承認第３号専決処分の承認を求めることについて「由布市税条例の一部を改

正する条例」、承認第４号専決処分の承認を求めることについて「由布市税特別措置条例の一部

を改正する条例」、審査の結果、原案を承認すべきものと決定。 

 経過及び理由、以上承認２件については、地方税法の一部を改正する法律が平成１８年４月

１日から施行されることに伴い、由布市税条例の一部を改正するもの並びに農村地域工業導入促

進法第１０条の地区等を定める省令の一部を改正する省令の改正により、由布市税特別措置条例

の一部を改正するものであり、全員一致で原案のとおり承認すべきものと決定いたしました。 

 次に、事件の番号、承認第７号、件名、専決処分の承認を求めることについて「大分県退職手

当組合規約の一部を変更する規約」、承認第８号専決処分の承認を求めることについて「大分県

消防補償等組合規約の一部を変更する規約」、審査の結果、原案を承認すべきものと決定。 

 経過及び理由、以上承認２件については、平成１８年３月３１日から国東市が加入することに

より、同組合規約の一部を変更するものであり、全員一致で原案のとおり承認すべきものと決し

ました。 

 次に、事件の番号、承認第９号、件名、専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度

由布市一般会計補正予算（第３号）、審査の結果は原案を承認すべきものと決定。 

 経過及び理由、本補正予算は歳入歳出それぞれ２３８万９,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１００億４３４万４,０００円と定めたものです。今回の補正の主なものは、

特別会計から繰入金並びに市債等の額の確定により、予算の追加、調整したものであります。 

 全員一致で原案のとおり承認すべきものと決定いたしました。 

 次に、事件の番号、議案第７６号、件名、由布市職員の給与の特例に関する条例の制定につい

て、議案第７７号、由布市職員等の旅費の特例に関する条例の制定について、審査の結果、原案
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を可決すべきものと決定。 

 経過及び理由、以上２議案については、厳しい財政状況に対応するため、平成１８年７月１日

から平成２１年３月３１日までの間、職員の給料月額から５％の減額措置を行うための特例条例

の制定であります。 

 旅費の特例については、平成１８年６月１日から当分の間県内旅費の日当及び県外日帰り旅費

の日当を支給しないことができる特例条例の制定であり、全員一致原案のとおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 次に、事件の番号、議案第７９号、件名、由布市長等の給与の特例に関する条例の一部改正に

ついて、審査の結果、原案を可決すべきものと決定。 

 経過及び理由、厳しい財政状況に対応するため、平成１８年７月１日から平成２１年９月

３０日までの間、市長の給与月額から１０％、助役、収入役の給料月額から７％、教育長の給料

月額から７％、それぞれ減額措置を行うための条例の一部改正であり、全員一致で原案のとおり

可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、事件の番号、議案第８８号、件名、由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定について、

審査の結果、原案を可決すべきものと決定。 

 経過及び理由、由布市乙丸地区公民館の管理を行わせる指定管理者（乙丸区長志手新一）の指

定を行うものであり、全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、事件の番号、議案第１１６号大分県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の

増減について、審査の結果、原案を可決すべきものと決定。 

 経過及び理由、市町村合併（国東市）に伴い、大分県町村会館管理組合を組織する地方公共団

体の数を減少するものであり、全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、事件の番号、議案第１１７号、件名、平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）

について、審査の結果、原案を可決すべきものと決定。 

 経過及び理由、本補正予算は歳入歳出予算の総額に、それぞれ３,５６１万７,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１４６億１,９６１万７,０００円と定めたものです。 

 当委員会に付託されました補正予算の主なものとしては、１５款総務費国庫補助金として合併

対策補助金１,４７０万円で湯布院庁舎横のいこいの広場整備事業並びに合併交付金４００万円

で由布市交通指導員制服購入外となっております。 

 全員一致、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、総務常任委員会に付託されました報告３件、承認５件、議案６件の審査の経過と結果の

報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、文教厚生委員長、溝口泰章君。 
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○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  続きまして、文教厚生常任委員会の本委員会に付託され

た承認６件、議案癩癩２９と書いております、３０に訂正をお願いいたします。癩癩３０件。請

願・陳情各１件は、先ほど報告いたしましたので、これも削除をお願いいたします。 

 以上の審査を行った結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規定により報告

します。 

 審議状況、審議日程は、この表のとおりでございます。 

 審議結果について御報告申し上げます。 

 事件の番号、承認第５号専決処分の承認を求めることについて「由布市使用料及び手数料条例

の一部を改正する条例」について、審査の結果、承認すべきものと決定しました。 

 経過及び理由は、石綿による健康被害の救済に関する法律の施行に伴い、由布市の手数料及び

使用料条例の一部を改正するために専決処分したものであり承認しました。 

 ただし、専決処分に際しては、３月１３日の定例議会中に県から通知があったころから見て、

会期中に上程すべきであったと考えます。安易に専決処分を行わず議決すべきであり、今後の専

決処分に関しても慎重な対応を要望いたします。 

 次いで、承認第６号専決処分の承認を求めることについて「由布市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例」について、審査の結果、承認すべきものと決定しました。 

 経過及び理由は、国民健康保険税の介護納付金賦課限度額を引き上げるとともに、所得税にお

ける公的年金等控除の改正に伴う国民健康保険税の賦課に関する経過措置を講ずるための条例の

一部改正を専決処分したものです。 

 原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次いで、承認第９号専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市一般会計補正

予算（第３号）」、審査の結果、承認すべきと決定いたしました。 

 経過及び理由は、由布市特別会計からの繰入金等の額が確定し、予算を補正するため専決処分

したものです。 

 原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次いで、承認第１０号専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）」、審査の結果、承認すべきものと決定しました。 

 経過及び理由は、平成１７年度の国県支出金及び預金利息等が決定したため専決処分したもの

です。歳入の主なものは県支出金１億１,１１３万円の増額。歳出の主なものは、１款総務費

２２節補てん金５,４８３万８,０００円、予備費４,４９９万８,０００円の増額となっています。 

 原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次いで、承認第１１号専決処分の承認を求めることについて、平成１７年度由布市湯布院健康
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温泉館特別会計補正予算（第１号）、審査の結果、承認すべきものと決定しました。 

 経過及び理由は、一般会計への繰り出し金の額が確定したため専決処分したものです。 

 原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次いで、承認第１２号専決処分の承認を求めることについて、平成１８年度由布市老人保健特

別会計補正予算（第１号）、審査の結果、承認すべきものと決定しました。 

 経過及び理由は、平成１７年度由布市老人保健特別会計で、国庫負担金が歳入予算に比べ不足

を来たし補てんが確定した。「必要が予想」と書かれております。訂正願います。補てんが確定

したため不足金３,８３８万８,０００円を追加する専決処分をしたものです。 

 原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次いで、議案第７８号由布市障害者自立支援条例の制定について、審査の結果、原案可決すべ

きものと決定しました。 

 経過及び理由は、障害者自立支援法施行に伴う条例制定のため、まず審査会委員の定数を定め

るものです。原案可決すべきものと決しました。 

 次いで、議案第８２号由布市湯布院福祉センターの指定管理者の指定について及び議案第

８３号由布市挾間老人福祉センターの指定管理者の決定について、以上２件審査の結果、原案可

決すべきものと決定しました。 

 上記２議案は、由布市湯布院福祉センター及び由布市挾間老人福祉センターの指定管理者を指

定するものです。 

 原案可決すべきものと決しました。 

 ただし、以前から指摘されているように、委託者と受託者が同じ人物であることの不条理を解

消すべく専門的知識と技術を有して、社会的弱者の立場を理解する方を指定管理者である社会福

祉協議会の会長として早急に選定するよう、重ねて要望を付しておきます。 

 次いで、議案第８９号中依地区集会所の指定管理者の指定について、議案第９０号佐土原地区

集会所の指定管理者の指定について、議案第９１号山崎地区集会所の指定管理者の指定について、

議案第９２号平地区集会所の指定管理者の指定について、議案第９３号鮎川地区集会所の指定管

理者の指定について、議案第９４号上津々良地区集会所の指定管理者の指定について、議案第

９５号小平地区集会所の指定管理者の指定について、議案第９６号水地地区集会所の指定管理者

の指定について、議案第９７号中島地区集会所の指定管理者の指定について、議案第９８号槐木

地区集会所の指定管理者の指定について、議案第９９号東石松地区集会所の指定管理者の指定に

ついて、議案第１００号石光地区集会所の指定管理者の指定について、議案第１０１号塚原地区

自治公民館の指定管理者の指定について、議案第１０２号並柳地区自治公民館の指定管理者の指

定について、議案第１０３号若杉地区自治公民館の指定管理者の指定について、議案第１０４号
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荒木地区自治公民館の指定管理者の指定について、議案第１０５号畑地区自治公民館の指定管理

者の指定について、議案第１０７号由布市石武農民研修センターの指定管理者の指定について、

議案第１０８号由布市下湯平農民研修センターの指定管理者の指定について、議案第１０９号由

布市前徳の農業研修所の指定管理者の指定について、議案第１１０号由布市湯平農業研修所の指

定管理者の指定について、議案第１１１号由布市奥江地区研修施設の指定管理者の指定について、

議案第１１２号中台老人憩いの家の指定管理者の指定について、議案第１１３号茅場老人憩いの

家の指定管理者の指定について、議案第１２１号内徳野地区自治公民館の指定管理者の指定につ

いて、以上２５件、審査の結果、原案可決すべきものと決定いたしました。 

 上記２４議案に関しては、由布市が設置する公の施設の管理を行わせる指定管理者を指定する

ためのものです。次の条件を満たすことを前提に原案可決すべきものと決定します。 

 一つ、指定管理対象施設の指定管理者を指定するに際し、管理者及び利用者となる地域住民の

総意に基づく合意形成の確認。 

 二つ、指定管理の期間が終了後は地元への払い下げが想定されていることを視野に入れた制度

であることの周知。 

 三つ、改築・増築・修理等に関しては、原則として由布市自治公民館等整備補助交付規則（平

成１７年規則第６３号）によることを協定書に盛り込み明示すること。 

 以上、３点を協定締結時には協定文に文言として盛り込むこと。 

 なお、少数意見として平成１５年には指定管理者制度が導入されることがわかっていながら、

市民に対して丁寧な説明がありませんでした。合併による混乱とはいえ行政の怠慢であり、猛省

をうながすべきとの意見があったことを申し添えます。 

 続きまして、議案第１１５号事務の日出町との事務委託の協議についてです。 

 審査の結果、原案可決すべきものと決定しました。 

 経過理由は、証明書等の交付等の事務を日出町との間で相互に委託するためのものです。 

 原案可決すべきものと決しました。 

 続いて、議案第１１７号平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）について、審査の結

果、原案可決すべきものと決定しました。 

 経過及び理由は、主として国県の支出金の増額による補正です。以下の意見を付して原案可決

すべきと決しました。 

 今後予想される国体準備に関する財政負担の増加に対し、財源確保とともに準備の内容をどこ

まで行うのか、国体準備室だけでなく関連部局すべてにおける慎重な議論の上で限度の設定を行

うべきです。 

 以上、本委員会に付託されました、承認６件、議案３０件の審査報告を終わります。 
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○議長（後藤 憲次君）  次に、建設水道常任委員長、佐藤正君。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  それでは、建設水道常任委員会の審査報告の結果を報告

いたします。 

 本委員会に付託された議案４件、承認１件の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、

会議規則第１０３条の規定により報告をいたします。 

 審査状況でございますが、日程は、６月２０、２１、２２日の３日間、審議者は全議員でござ

います。現地調査は６月２０日９時から。 

 １の議案第８７号由布市乙丸温泉館の指定管理者の指定について、議案第１１４号市道路線の

認定について、以上２件について現地調査を行い、確認をいたしました。委員会は第３委員会室

におきまして、担当課は、建設課・契約管理課でございます。 

 次に、審議結果でございますが、議案第８１号由布市市営住宅条例の一部改正についてでござ

いますが、市営住宅武宮住宅の廃止の案件については、当委員会で十分な協議が必要との見解に

達しましたので、再度議案の上程をお願いし、条例の改正部分のみ報告をいたします。 

 審査の結果でございますが、原案可決でございます。 

 この条例は、上位法の改正により、「既存入居者と同居している者の世帯構成及び心身の状況

からみて」とあり、身障者手帳、福祉手帳の所持者、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に

よる裁判所からの保護命令を受けている者等の弱者救済軸の拡大を行うもので、原案可決といた

します。 

 議案第８７号由布市乙丸温泉館の指定管理者の指定について、審査の結果でございますが、原

案可決でございます。 

 由布市乙丸温泉館の指定について、現地調査を行う中、地元自治委員及び担当課から詳細な説

明を受けました。この施設の管理運営については、これまでに地元の乙丸区が行ってきたこと。

また、この施設は地域に密着した施設であり、他の団体の指定にはそぐわないこと等から、当委

員会が審議を行った結果、施設も既に老朽化しており、大規模な改修工事が先々予想されるだけ

に、こうした点には慎重な対処方の意見を付して、原案可決といたします。 

 次に、承認第９号平成１７年度由布市一般会計補正予算（第３号）、審査の結果は原案可決で

ございます。 

 歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ２３８万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１００億４３４万４,０００円と定めるものです。 

 審議の結果、原案可決といたします。 

 議案第１１４号市道路線の認定について、審議の結果でございますが、原案否決でございます。 

 経過及び理由でございますが、この案件については、路線名、１、中ノ尾線、総延長４６８メー
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ター、幅員３メーター、２、内川野線、総延長１１０メーター、幅員３メーター、３、森山線、

総延長２４０メーター、幅員３メーターの３路線であります。 

 現地視察を行う中、担当課より詳細な説明を受け、慎重なる審議を重ねた結果、中ノ尾線につ

いては、起点、終点ともに市道に隣接しており、地域住民の生活道路としての必要性は十分理解

できるが、他の２路線については、転回場所等もなく行きどまり状態、民家もなく林道に通じる

道路で、市道としての必要性と基準を満たせる状況下でないとの判断に決しました。しかしなが

ら、３路線を１議案に提出された議案は、１路線認定されても他の２路線が認定されない場合は、

３路線とも否決にせざるを得ない議案には非常に困難を極めました。 

 今後、市道認定等の提出議案については、各１路線ごとに提出されるのが望ましいとの意見を

付して、全会一致にて否決といたします。 

 議案第１１７号平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）について、審査の結果、原案

可決でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３５６万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ１４６億１,９６１万７,０００円と定めるものです。 

 異議なく原案可決といたします。 

 以上で建設水道常任委員会の報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、観光経済常任委員長、西郡均君。 

○観光経済常任委員長（西郡  均君）  観光経済常任委員会の西郡均です。本委員会に付託され

た事件は、６月２０日、６月２１日、本会議終了後、委員全員が出席し、審査を行いました。そ

れぞれ午後には現地調査も行いました。 

 承認第９号専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市一般会計補正予算（第

３号）」については、当委員会の所管する事項は、旧湯布院町の優良基礎雌牛導入資金貸付金の

返還金を雑入で入金し、その全額を由布市優良基礎牛貸付金に積み立てる補正を全員一致で承認

いたしました。 

 議案第６９号由布市肉用仔牛貸付基金条例及び由布市優良基礎雌牛導入基金条例を廃止する条

例については、牛に関する基金を統合するため由布市肉用仔牛貸付基金条例及び由布市優良基礎

雌牛導入基金条例を廃止し、次の議案第７１号で由布市基礎牛貸付基金条例を制定するものであ

ります。ほかにも由布市肉用牛特別導入事業基金条例や由布市家畜導入事業資金供給事業基金条

例などあるが、県の補助金の関係でこれらを統合できないというふうにお伺いしました。 

 当委員会は、審査の結果として原案を可決するものと決定いたしました。 

 議案第７１号由布市優良基礎牛貸付基金条例の制定については、議案第６９号で由布市肉用仔

牛貸付基金条例及び由布市優良基礎雌牛導入基金条例を廃止し、今回の由布市基礎牛貸付基金条
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例を制定するものであります。 

 本委員会では、審査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第７２号由布市城ケ原農村公園条例の制定について。 

 これまでの由布市城ケ原農村公園条例を全部改正し、今回指定管理者の管理を可能とする条例

をつくるものであります。 

 委員会は、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第８４号由布市長期滞在施設奥江休暇村センターの指定管理者の指定について。 

 奥江３戸で始めた休暇村センターだが、高齢などの理由で２戸となった。払い下げの計画であ

るが、類似する個人経営の温泉宿泊施設の投資に比べて特別扱いの印象を与えることのないよう

配慮が必要。 

 ということで、当委員会は、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第８６号由布市庄内特産品販売所「かぐらちゃや」の指定管理者の指定について、委員会

は、かぐらちゃやグループ代表の首藤久美子氏に面談し、やる気と見通しについての見解を伺っ

た。大変だが経営を軌道に乗せようとする真剣さが伺えたので、委員会としては、原案を可決す

べきものと決定いたしました。 

 議案第１１７号平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）について。 

 当委員会の所管する陣屋の村の修繕費に関しては、宿泊棟内の浴室のみのボイラー、循環ろ過

装置の改修に充てる経費だが、長期的視野に立って宿泊棟内の浴室と外の温泉間を別々に維持管

理するのではなく、湯量と保温を統一的適切に管理できる改善計画が当委員会及びこの議会の認

められるに至るまで予算の執行を停止することを担当課と合意し、それ以外の予算執行に影響を

与えないために、平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）については原案を可決すべき

ものと決定をいたしました。 

 議案第１１８号由布市里の駅陣屋市場の指定管理者の指定について。 

 委員会は、６月２１日、陣屋市場代表の安部末子氏と面談し、やる気と見通しについて見解を

伺った。将来的には農協へ払い下げる予定であることも含めて理解しており、指定管理者として

管理する意欲が伺えたので、当委員会は原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第１１９号由布市癩癩済みません、農村健康交流センターの間に「川西」というのを入れ

てください。癩癩由布市川西農村健康交流センターの指定管理者の指定について、審査の結果、

委員会は６月２１日、川西校区管理組合代表者の川上克明氏に面談し、やる気と見通しについて

見解を伺った。払い下げを視野に検討中であったが、指定管理者の期間があればその準備に組合

員の意思統一もはかれるなど、指定管理者として管理する意欲が伺えたので、当委員会としては

可決すべきものと決定をいたしました。 
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 議案第１２０号由布市下湯平地域特産物加工施設の指定管理者の指定について、委員会は、

６月２１日、下湯平地域特産物加工所管理組合代表者の渡辺久米雄氏に面談し、やる気と見通し

について見解を伺った。民家での加工所から３０年の歴史があり、経営も順調である。唯一後継

者の育成が課題だが、指定管理者として管理する意欲が伺えたので、当委員会としては原案を可

決すべきものと決定をいたしました。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、決算特別委員会委員長、久保博義君。 

○決算特別委員会委員長（久保 博義君）  それでは、決算審査特別委員会に付託されました認定

第１号から認定１７について審査を行いましたので、その結果について報告させていただきます。 

 まず、認定１号平成１７年度挾間町一般会計並びに特別会計歳入歳出決算の認定から認定第

１６号平成１７年度湯布院町水道事業会計収支決算についてまで、１６件を一括して報告させて

いただきます。 

 審査の結果につきましては、１６件の原案すべてを認定すべきものと決定いたしました。 

 経過及び理由ですが、この１６件の原案は、旧３町における平成１７年度の一般会計及び特別

事業会計の歳入歳出決算並びに水道事業会計収支決算の認定でございます。 

 これらの原案の審査を行うには、３町それぞれの町勢や財政状況を理解または把握しているこ

とが重要なことから、３町それぞれの出身地別による議員で構成しました、挾間町、庄内町、湯

布院町特別癩癩大変恐れ入ります。「小」に変えてください。癩癩小委員会を設置し、関係する

原案の審査を行っていただきました。 

 この内容ですが、挾間町小委員会（丹生文雄委員長ほか７名）では、認定第１号、認定１５号

の２件、庄内町小委員会（山村博司委員長ほか７名）では、認定２号、認定３号、裏面をお願い

します。認定４号、認定５号、認定６号、認定７の６件、湯布院町小委員会（佐藤正委員長ほか

８名）では、認定８号、認定９号、認定１０号、認定１１号、認定１２号、認定１３号、認定

１４号、認定１６号の８件について審査をお願いをいたしたところでございます。 

 審査となった結果につきましては、３町の小委員会とも原案を認定することと決定いたしまし

た。 

 なお、審査経過及び決定理由につきましては、各委員長からこの後報告をお願いいたしており

ます。 

 次に、認定第１７号平成１７年度大分地域消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について報告

します。 

 審査の結果については、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 経過及び理由ですが、６月１５日、全委員出席のもと委員会を開催し、審査を行いました。歳
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入総額３億９,８９４万２,０００円、歳出総額２億７,９０７万８,０００円、歳入歳出差引額

１億１,９８６万４,０００円、実質収支額１億１,９８６万４,０００円で異議なく認定するもの

と決定しました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、挾間町小委員会委員長、丹生文雄君。 

○挾間町小委員会委員長（丹生 文雄君）  それでは、挾間町小委員会委員長の丹生文雄です。挾

間町小委員会の審査結果報告をいたします。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告いたします。 

 開催日時は、平成１８年６月１６日、１９日であります。場所は、挾間庁舎４階全員協議会室

です。委員は、二宮英俊議員、渕野けさ子議員、西郡均議員、小野二三人議員、工藤安雄議員、

田中真理子議員、利光直人議員、以上であります。 

 委員会に付託されました、認定第１号平成１７年度挾間町一般会計並びに特別会計歳入歳出決

算の認定について、審査の結果は認定すべきものと決定をいたしました。 

 経過及び理由は、平成１７年度挾間町一般会計歳入歳出決算並びに特別会計歳入歳出決算につ

きましては、合併による打ち切り決算であり、歳入未済額、不用額とも由布市に引き継ぐもので

あります。全委員出席のもと、旧町の関係課長等の詳細な説明を受け、慎重審議の結果、認定と

いたしました。 

 なお、一般会計では、１億１,２９３万６,０００円の赤字決算につきましては、平成１６年度

災害復旧費約５億円の繰越工事がほとんど完成し、工事代金の支払いが終わっており、充当する

財源であります。国、県補助金、町債が収入未済となっているためです。また、国民健康保険特

別会計での５,４８３万７,０００円の赤字につきましては、国保税の当初課税が６月からの課税

となっているのが主な要因です。 

 裏面をお開きください。認定第１５号平成１７年度挾間町水道事業会計収支決算の認定につい

て、審査の結果、認定すべきものと決定いたしました。 

 経過及び理由ですが、平成１７年度挾間町水道事業会計収支決算につきましても打ち切り決算

であります。 

 水道課長より詳細な説明を受け、慎重審議の結果、認定といたしました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、庄内町小委員会委員長、山村博司君。 

○庄内町小委員会委員長（山村 博司君）  皆さん、おはようございます。庄内町決算特別委員会

小委員長の山村博司です。 
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 去る６月１５日、本会議において付託されました平成１７年度庄内町決算特別委員会について、

審査の経過と結果について報告をいたします。 

 当委員会は、６月１６日と１９日の２日間、午前９時より庄内庁舎３階会議室において、前総

務課長の大久保課長と担当課長、担当者の出席を求め、平成１７年度一般会計及び特別会計歳入

歳出決算の認定について６件説明を受け、委員全員で慎重に審議を行いました。 

 会議規則１０３条の規定に基づき報告をいたします。 

 議案、認定第２号平成１７年度庄内町一般会計歳入歳出決算の認定について、審査の結果は、

全員認定すべきと決定。 

 経過及び理由、これは予算現額６１億２,８９３万１,０００円で、収入済み額２７億

２,１０９万４,０００円、支出済み額２３億８,７７５万５,０００円で、執行率３９％、差引額

３億３,３３９万４,０００円です。 

 歳出の主なものは、合併を控えて電算整備や生活環境の整備、福祉（児童・老人・障害）の充

実、道路の新設と維持、住宅の建設等であり、町政の基本施策に基づいた歳出であり、認定すべ

きと決定しました。 

 議案、認定第３号平成１７年度庄内町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、審

査の結果は、全員認定すべきと決定しました。 

 経過と理由、これは予算現額１０億１７８万４,０００円で、収入済み額４億２,３０５万

６,０００円、支出済み額４億１,６１１万１,０００円で、執行率４１.５％、差引額６９４万

５,０００円です。 

 歳出の主なものについては、保険給付費２億７,９７８万８,０００円、老人保健拠出金

９,５６７万９,０００円であり、国民健康保険を堅持するための予算であります。 

 議案、認定第４号平成１７年度庄内町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、審査の

結果は、全員認定すべきと決定。 

 経過及び理由、これは、予算現額１６億１,６２４万４,０００円で、収入済み額７億

３,４９１万６,０００円、支出済み額７億３,１７３万９,０００円、執行率４５.３％、差引額

３１７万９,０００円です。 

 歳出の主なものは、医療給付費７億１,３４９万５,０００円で９７％を占めており、意見とし

て、年々高齢化が上昇する中で、庄内町は３３.１％の高齢化率であります。医療費の抑制に向

けた施策が今後必要であるとの意見であり、全員一致で認定すべきと決しました。 

 議案、認定第５号平成１７年度庄内町介護保険特別会計歳入歳出の決算について、審査の結果

は、全員認定すべきと決定。 

 経過と理由、これは予算現額８億７,９６３万２,０００円で、収入済み額４億１,３３９万
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８,０００円、支出済み額３億７,３７９万４,０００円、執行率４２.５％、差引額４,０６１万

４,０００円です。 

 歳出の主なものは、保険給付費の介護サービス諸費３億４,１１３万３,０００円で９１.２％

を占めており、介護予防を重視した予算となっております。 

 議案、認定第６号平成１７年度庄内町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について、審

査の結果、全員認定すべきと決定。 

 経過及び理由、これは予算現額５,７５２万９,０００円で、収入済み額３,７２１万

３,０００円、支出済み額２,７００万９,０００円、執行率４６.９％、差し引き１,０２０万

４,０００円です。歳出は、償還金１,７１６万円、ほか一般管理及び管理委託など維持管理に伴

う経費が主なものです。 

 議案、認定第７号平成１７年度庄内町営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

審査の結果、全員認定すべきと決定。 

 経過と理由、これは、予算現額２億３,２６７万８,０００円で、収入済み額８,５０６万

３,０００円、支出済み額８,２６２万２,０００円、執行率３５.５％、差引額２４４万

１,０００円です。 

 歳出の主なものは、償還金利子３,６９９万４,０００円、総務管理費８,２６２万１,０００円、

工事請負費９１２万６,０００円が主なものであります。 

 この決算は、住民へ安全で安心した飲料水を提供するための経費が主なものであり、全員一致

で認定すべきと決定しました。 

 以上で、平成１７年度一般会計歳入歳出決算議案６件について報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、湯布院町小委員会委員長、佐藤正君。 

○湯布院町小委員会委員長（佐藤  正君）  本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとお

り決定したので、会議規則第１０３条の規定により報告いたします。 

 審査状況でございますが、日時は、平成１８年の６月１６日１０時からの分でございます。場

所は、湯布院庁舎コミセン大ホール、出席者は湯布院出身議員全議員でございます。 

 執行部から佐藤局長、ほか旧湯布院町担当課長ほか担当者でございます。事務局は衛藤主幹で

ございます。 

 では、審査結果でございますが、認定第８号平成１７年度湯布院町一般会計歳入歳出決算の認

定について、審査の結果でございますが、全会一致にて承認すべきものと決定いたしました。 

 経過及び理由でございますが、歳入総額２３億９,４４７万４,０３０円、歳出総額２３億

４７２万２,５５９円、歳入歳出差引額８,９７５万１,４７１円、実質収支額８,９７５万

１,４７１円であります。 
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 歳出の主なものとして、２款７目１３節委託料、庁舎改修工事設計監理料、４９３万５,０００円、

１５節庁舎改修工事前払い金５２０万円、９款２目１９節負担金補助交付金大分地域消防組合負

担金１億２,９９０万円であり、審議の結果、承認といたしました。 

 認定第９号、平成１７年度湯布院町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

審査の結果、全会一致にて承認すべきものと決定いたしました。 

 経過、理由でございますが、歳入総額４億８,５６０万７,２２３円、歳出総額４億５,４７８万

７,２８６円、歳入差引額３,０８１万９,９３７円、実質収支額３,０８１万９,９３７円であり

ます。 

 審議の結果、承認といたしました。 

 認定第１０号平成１７年度湯布院町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、審査の結

果、全会一致にて承認すべきものと決定。 

 経過、理由、歳入総額７億２,８３７万５,５９６円、歳出総額６億９,４１１万８,９６７円、

歳入歳出差引額３,４２５万６,６２９円、実質収支額３,４２５万６,６２９円であります。 

 審議の結果、承認としました。 

 認定第１１号平成１７年度湯布院町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、審査

の結果、全会一致にて承認すべきものと決定いたしました。 

 経過、理由、歳入総額３億７,４５５万７,１６５円、歳出総額３億２,０８２万２,１９４円、

歳入歳出差引額５,３７３万４,９７１円、実質収支額５,３７３万４,９７１円であります。 

 審議の結果、承認としました。 

 認定第１２号平成１７年度湯布院町健康温泉館事業特別会計歳入歳出決算の認定について、審

査の結果、全会一致にて承認すべきものと決定。 

 経過、理由、歳入総額１億６,１０９万５,５８７円、歳出総額８,５８２万７,３２３円、歳入

歳出差引額７,６０７万８,２６４円、実質収支額７,６０７万８,２６４円であります。 

 主として、歳入１款健康温泉館収入（売上、使用料）の１,４２６万７,５８７円と一般会計か

らの繰入金１億４,７６３万８,０００円であり、歳出健康温泉館管理費２,７８６万２,５４２円、

施設管理費１,４８４万４,７９４円、公債費４,３１１万９,９８６円であり、審議の結果、異議

なく承認といたしました。 

 認定第１３号平成１７年度湯布院町久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、審査の結果、全会一致にて承認すべきものと決定。 

 経過、理由、歳入総額３,２２２万５,４４２円、歳出総額３,２２２万５,４４２円、歳入歳出

差引額０円、実質収支額０円であります。 

 審議の結果、異議なく承認といたしました。 
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 認定第１４号平成１７年度湯布院町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、審査

の結果、全会一致にて承認すべきものと決定。 

 経過及び理由、歳入総額５,６６１万８,３４３円、歳出総額７,１４４万５,４７５円、歳入歳

出差引額１,４７８万７,１３２円、実質収支額１,４７８万７,１３２円であります。 

 平成１７年度湯布院町簡易水道事業特別会計歳入総額５,６６１万８,３４３円で、歳出総額

７,１４０万５,４７５円となり、平成１７年度途中により歳入の国・県補助金並びに簡易水道事

業債が歳入されていないため、歳入歳出差引額、減額の１,４７８万７,１３２円の実質収支額と

なっており、この不足額については歳計現金の繰替運用の充当であり、審議の結果、異議なく承

認としました。 

 認定第１６号平成１７年度湯布院町水道事業会計収支決算の認定について、審査の結果、全会

一致にて承認すべきものと決定。 

 経過、理由、平成１７年度水道事業損益計算書の収益的収入及び支出は、水道事業収益

９,５８６万２,９５５円、水道事業費用８,３１４万９,８６２円で、収益から費用を差し引いた

額１,２７１万３,０９３円の準利益が生じ、前年度繰越利益剰余金７９万４,７８８円を加えた

１,３５０万７,０８１円が当年度未処分利益剰余金で、減債積立金５００万円、建設改良積立金

８００万円として積み立て、５０万７,８８１円を由布市へ繰越利益剰余金とするものであり、

審議の結果、異議なく承認といたしました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  以上で、各委員会の報告が終わりました。 

 ここで、議案第８１号について修正の申し出がありましたので、許可しております。産業建設

部長。 

○産業建設部長（篠田 安則君）  産業建設部長の篠田です。議長のお許しをいただきましたので、

議案の訂正をお願いいたしたいと思います。 

 議案第８１号由布市市営住宅条例の一部改正についてでございます。この議案につきましては、

公営住宅法施行令の一部改正に伴う条例の改正とともに由布市武宮住宅の廃止を提案した条例で

ございますが、この条例が、住宅の廃止につきましては、特に重要な公の施設の廃止に関する条

例ということで、条例の項に当たるということで、これにつきましては９月の議会で再度提案を

させていただきたいということで、本議案につきまして、別表第１中「由布市営武竹宮住宅の項

を削る」という条文につきまして削除をさせていただきたいということで、よろしくお願いした

いと思います。この分につきましては、９月議会で再度提案するということで、提案理由につき

ましても、「この公営住宅法施行令の一部改正に伴い、公募によらず市営住宅に入居させること

ができる事由を拡大したいので提出する」という提案理由に訂正をいたしますので、どうぞよろ
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しくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ここで休憩します。午後は１３時より再開します。 

午前11時45分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開します。 

 これより各議案の審議に入ります。 

 まず、日程第３、報告第３号平成１８年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類の提

出についてを議題として質疑を行います。質疑の通告がありますので、許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  総務委員長にお尋ねいたします。 

 一般質問や質疑の折にも指摘した件でありますけれども、報告３号につきましては４点ほど確

かめたいと思います。 

 １つは、この報告は地方議会活性化の方策平成１０年に出されたものなんですけれども、その

中でも特別開発公社等については議会で審議できるようにしなさいというふうなことで全国これ

は町村会なんですけれども、町村会で積極的に取り組みをやっているところであります。とりわ

け市議会はそれが進んでて報告議案として議会にかけられています。その審議に理事である議員

が加わることの是非について委員会で検討したのかどうか、まず第１に伺いたいと思います。 

 ２つ目は、営業収益を得ることを目的としない公益法人と言うんですか、住民税を収めること

はないというふうに私は思うんですけれども、それの点についても検討されたのかどうか。 

 ３点目は、公社の理事に特別職、一般職でないとは言え３万円を、年間３万円の報酬を支払う

というのは法外ではないかと。 

 ４点目に、報告第４号でもかなりの食料費を使ってますけども、食料費２０万円の計上はこれ

も法外ではないかというふうに思うんですけども、それらについて委員会として検討されたのか

どうか、その結果、どうだったのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  総務委員長。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  生野です。８番議員の西郡議員の質問にお答えをしたいと思

います。 

 この４点についてですが、当然総務常任委員会におきましても慎重審議を行っております。結

果から言いますと、これはすべて問題なしとそういうふうに結論が出ております。しかし、それ

では恐らく納得しませんので、少しだけ内容を説明したいと思います。 

 第１点については、これは公拡法いわゆる公拡法９２条の２これは議員の兼業禁止ということ
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になっておりますけれども、同じく２６条の２で役員になることはやぶさかでないと大いに結構

ということになっておりますので、これも問題ないかと思っております。 

 続いて、２番目の営業収入を得ることを目的としない公益法人の住民税はどうなっているのか

ということですけども、土地開発公社の課税の特例によって法人税は納付の必要ない。しかし、

均等割についてはこれはもう当然課税をされるとそういうふうに説明を受けております。 

 それから、３番目の３万円の報酬については、これは総務委員会の中でもこの業務に対する正

当な対価であるとそういうふうに判断をしております。まだ、中にはもう少し出してもいいんじ

ゃないか、低いんじゃないかという人もおりましたけれども、正当な判断とそういうふうに総務

委員会の中では意見がまとまっております。 

 それから、４番目の食料費２０万円は法外であるとそういう件ですけども、これももちろんこ

の土地開発公社は理事会が最高決議機関ですから、理事会の議決を得てそして、議会に報告する

という報告案件でありますからこの２０万円についても特に私ども特別な意見はつけておりませ

ん。できたら議会からこういう意見が出ておりますので今後十分検討してくださいということで

終わっております。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  法的に問題はないというのは当然なんです。議員の中にも議論が

ありましたように、社会福祉協議会、発注者側と受注者側、指定管理者の指定する方と指定され

る方が同じのはおかしいじゃないかと、しかし、法的には問題ないわけです。しかし、そういう

不合理なやつをきちっと正すのが議会ですから、当然理事者としてその理事会に関与しておれば、

この審議から除斥されるのが当然ですから議長みずから退席するか、あるいは除斥を求めるとい

うのが当然なんですよ。そういうことがまともに議論されない総務委員会というのを悲しく思い

ます。さらに報酬３万円あるいは食料費２０万円が報酬に至っては少ないんじゃないかという委

員もいたなんちゅうことですから、これはもう論外です。そういうことが平気で議論されること

自体私はちょっと悲しさよりも何か情けなさを覚えます。後は反対討論したいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。反対討論がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  開発公社というのは、もう、私たち町村の段階でも５,６００団

体というべらぼうな数の開発公社があってそれぞれが土地開発から公社いろいろ第３セクターの

やり方も含めてかなり手広くいろんな事業をやっているんです。そういう執行機関の一翼を担う
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機関に議員が関与して、それも除斥を求めずにその案件を審議するなどということは平気で行わ

れるということ自体異常な事態だというふうに私は今思います。とりわけ法人税を課されないと

いうことはいわゆるその団体が公益性があるから法人税課さないんです。事業収入があれば当然

法人税も課されるんですよ。事業を手広くやれば、一定の金額以上あれば、しかし、事業収入を

得ない目的でいわゆる一般会計から経費等あるいは利息等捻出して、そして運営する団体という

ことでもう全く住民税支払うという理由は法人税を減免される理事と同じように減免されてしか

るべきだと、免除されてしかるべきということをやっぱりきちっと主張すべきだというふうに思

います。 

 して、また、報酬あるいは食料費についてこういうことを平気で捻出する、支出するというこ

とはやってはならんし、許されないことだというふうに考えます。皆さん気にしてないようにあ

りますけれども、これ住民感情としては全く理解できるものではないというふうに思います。 

 以上で反対討論とします。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより報告第３号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案は委員長報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、報告第３号は原案のとおり承認すること

に決定いたしました。 

 次に、日程第４、報告第４号平成１７年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提

出についてを議題として質疑を行います。質疑の通告がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  総務委員長にお尋ねいたします。一般質問の質疑の経過の中でも

触れましたけれども、幾つか指摘したいと思います。 

 １つは、昨年１２月１日に市の監査委員を幹事に選任しています。開発公社の内規というのを

見せていただいたら識見の監査委員を幹事にするようになっているんです。湯布院町の方がもと

だというふうに思うんですけれども、湯布院が間違っていたんです。挾間町の場合は早くそれに

気がついて監査委員からの申し出に基づいて取りやめました。理由は法定で定められた開発公社

の監査ができなくなるからという理由であります。したがって、そういうことがわかるにも係わ

らずあえて由布市土地開発公社の幹事に監査委員を就任させたということに対して総務委員会で

はどういうふうに検討したのか。 

 ２つ目は、さらにことしに入って１月３０日に議会議長と副議長、執行部の一員の理事に選任
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しているわけです。このことの是非についても先ほど何かわけわからんこと言いましたけれども、

もう一度お答えください。 

 ３点目に、議長も副議長も議会本来の仕事が審議ができなくなる、いわゆる除斥案件に該当し

て退席しなきゃならんと、あるいは幹事もまた監査ができなくなると言わば本来の仕事をできな

くする効果を狙ったと思える就任要請なんです。それを受託しているわけですから、それに対し

て１人３万円を出すちゅうことは賄賂と同じなんです。そういうことを考えなかったのかどうか

お尋ねしたいと思います。 

 ４点目は、販売費及び一般管理費に４万２,７００円の会食費というのが載っています。外部

のものと会食したというなら一定の目安があって１人何千円というのが決められています。しか

し、理事者同志で会食してこれを支払ったとすると、これはもう違法なんですよね。俗に言う官

官接待ちゅうやつです。金額がちょっとあれですけど、さっきの２０万円と照らし合わせて考え

ればそんなにわからん話じゃないと思います。 

 ５点目に、キャッシュフロー計算書ちゅうのがついてます。定められた何々を出しなさいとい

う指定された書類の中にはキャッシュフローなる言葉はないんですけども、横文字が苦手なんで

すが、キャッシュフロー計算書とは何ですか。 

 また、その中に書いている受取利息額が金額が相違しているのはどうしてかということを質疑

の中でも言いましたけれども、委員会でも検討されているのか。 

 ６点目に、最後に、一般補助金収入として３５２万５,２１６円を受け入れています。妥当性

が全くないんです。次年度に繰り越していますから、利息以外は。本来こういうことをやっちゃ

いかんのですよ。そういうことについて総務委員会としてどういう議論がされたのか、全く検討

されてなかったのかそこ辺を教えていただきたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  総務委員長、生野征平君。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  西郡議員の質問にお答えをしたいと思います。 

 報告４号についてですが、４号の１番、指摘の１番ですが、これは事務局としても、総務委員

会としても事務局の職員を来ていただいて詳細説明を受けました。委員全員この件については問

題ないとそういうふうに委員会では決まっております。 

 それから、２番目の２００６年１月３０日のこの件ですけども、これも先ほど報告３号で説明

しましたように、全くそのようで問題がないということになっております。 

 次の監査委員１人当たり副議長３万円の報酬は高いんじゃないかということですけども、これ

も理事者側は開発公社ですから私どもは一応報告を受けるとそういうことになっておりますので、

委員会の審議の結果は土地開発公社の事務局に重々そのことは話をしておきました。 

 それから、４番目の販売費及び一般管理費４万２,７００円会食費と官官接待とそのようなこ
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とにお尋ねのようでございますけれども、これも事務局の方には十分検討するようにお願いをし

ておきましたし、総務委員会としても十分この件については調査をいたしました。 

 それから、５番目がキャッシュフロー計算書、キャッシュフローいわゆるこれはもう現金の流

れです。現金の流れを示す書類です。ですから、このキャッシュフローについてはこの預金の中

については定期預金の利息は一切含まれません。定期預金でも３カ月未満についてはまた別です

が、から、３カ月以上の定期預金については一般普通預金にはこれはもう企業会計ですから、こ

の中には入ってきませんので、これはもうそういうことになっております。 

 それから、補助金の関係ですけども、３５２万５,２１６円必要だったのかということですけ

ども、これも審査の結果、これは借入金の利息ということで理解を賜りたいと思っております。 

 以上で終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  大体事務局には重々言ってて事務局が重々聞くかどうかというこ

と今後に期待したいんですけども、今最後に言いました借入金そのものについてはキャッシュフ

ロー計算書の真ん中辺に利息支払い額という金額があるです。２３５万２,２９２円それが支払

い額なんです。したがって、その差額の１００何１０万円というお金は必要ないお金であったん

じゃないですか。まだ、支払い予定が直後に何か控えているんでしょうか。まだあるん。いいで

す。 

○議長（後藤 憲次君）  答弁いいですか。 

○議員（８番 西郡  均君）  はい。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。反対討論がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  本来こういうときにきちっと議会のチェック機能果たすべきなん

ですよ。にも係わらず事務局の説明ですべてそれを納得したみたいなことで終わってもらっちゃ

困るんです。やっぱり厳重に事務局に言うて後は事務局の方で何かやってくれるだろうみたいな

こと期待するんじゃなくてこれこれをしなさいと、これこれはもうやるべきではないから来年度

きちっとしなさいというような形でくぎを刺すというのが委員会の仕事だというふうに思います。

そういう点では生ぬるいやり方をやっぱ指摘してこの報告４号については反対をいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 
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 これより報告第４号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案は委員長報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、報告第４号は原案のとおり承認すること

に決定いたしました。 

 次に、日程第５、報告第５号平成１７年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書についてを議

題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより報告第５号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案

は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、報告第５号は原案のとおり承認すること

に決定いたしました。 

 次に、日程第６、認定第１号平成１７年度挾間町一般会計並びに特別会計歳入歳出決算の認定

についてを議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。反対討論がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  挾間町の一般会計並びに特別会計歳入歳出決算については、合併

を前提にした予算執行で特に挾間の議会で問題になったんですけども、環境監視員の廃止や子供

会の廃品回収補助を打ち切るなど議会の意見も聞かず住民の声に耳を傾けない政策決定でした。

特に指摘したいのは、いまだに同和行政に執着する部落開放同盟という運動団体に気兼ねしてい

たるところで必要もない同和関連予算を執行したことであります。 

 ２つ目に、特別会計の国民健康保険特別会計歳入歳出決算では、大分郡３町とも１人当たり

６万円という保険税でした。ところが挾間町だけ合併直前に２万円の大幅な値上げをして合併後

は挾間にあわせるというレールを敷いた予算執行でありました。そういうことに関係して挾間町

のこの一般会計並びに特別会計歳入歳出決算は認定することに反対であります。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより認定第１号を採決します。本案に対する委員長報告は認定です。本案は委員長報告の
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とおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、認定第１号は原案のとおり認定すること

に決定いたしました。 

 次に、日程第７、認定第２号平成１７年度庄内町一般会計歳入歳出決算の認定についてから日

程第１２、認定第７号平成１７年度庄内町町営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てまでの６件を一括議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより認定第２号から認定第７号までの６件を一括採決します。本案６件に

対する委員長報告は認定です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案６件は原案のとおり認定することに

決定をいたしました。 

 次に、日程第１３、認定第８号平成１７年度湯布院町一般会計歳入歳出決算の認定についてか

ら日程第１９、認定第１４号平成１７年度湯布院町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてまでの７件を一括議題として質疑、討論を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより認定第８号から認定第１４号までの７件を一括採決します。本案７件

に対する委員長報告は認定です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案７件は原案のとおり認定することに

決定をいたしました。 

 次に、日程第２０、認定第１５号平成１７年度挾間町水道事業会計収支決算の認定についてを

議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより認定第１５号を採決します。本案に対する委員長報告は認定です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり認定することに決定

いたしました。 

 次に、日程第２１、認定第１６号平成１７年度湯布院町水道事業会計収支決算の認定について

を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論を省略し、認定第１６号を採決します。本案に対する委員長報告は認定です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり認定することに決定

いたしました。 

 次に、日程第２２、認定第１７号平成１７年度大分地域消防組合一般会計歳入歳出決算の認定

についてを議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより認定第１７号を採決します。本案に対する委員長報告は認定です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり認定することに決定

いたしました。 

 次に、日程第２３、承認第３号専決処分の承認を求めることについて「由布市税条例の一部を

改正する条例」を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 反対討論がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  承認第３号由布市税条例の一部を改正する条例について反対をい

たします。１つは、年金特別控除などの廃止でことしの税金国保税も含めて悲鳴が上がっており

ます。さらにその上今条例でも定率減税の廃止が載っています。 

 ２つ目に、負担水準に応じて負担調整措置のパーセント加算し、これでは課税評価額が工事価

格の７割に急接近する方式であります。 

 以上の点で反対をいたします。 
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○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより承認第３号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案は委員長報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第２４、承認第４号専決処分の承認を求めることについて「由布市税特別措置条例

の一部を改正する条例」を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論、反対討論がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  先ほどの税では庶民増税であります。庶民には増税でこうした進

出企業には優遇税制というのは認められません。反対いたします。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより承認第４号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案は委員長報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第２５、承認第５号専決処分の承認を求めることについて「由布市使用料及び手数

料条例の一部を改正する条例」を議題して質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより承認第５号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案

は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 
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 次に、日程第２６、承認第６号専決処分の承認を求めることについて「由布市国民健康保険税

条例の一部を改正する条例」を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。反対討論がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  承認６号由布市国民健康保険税条例の一部を改正する専決処分に

ついては、２つあります。 

 １つは、公的年金等控除の縮小、老年者控除の廃止による国保税の負担控除、これはいい方向

なんですけども、これ２カ年で終わりというのは余りにも酷すぎるというふうに思います。 

 ２つ目は、介護保険料の限度額を８万円から９万円にすることに対して、これいずれも反対の

理由であります。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより承認第６号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案は委員長の報告

のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第２７、承認第７号専決処分の承認を求めることについて「大分県退職手当組合規

約の一部を変更する規約」並びに日程第２８、承認第８号専決処分の承認を求めることについて

「大分県消防補償等組合規約の一部を変更する規約」の２件を一括議題として質疑を行います。

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより承認第７号及び承認第８号を一括採決します。本案２件に対する委員

長報告は承認です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案２件は原案のとおり承認することに

決定いたしました。 

 次に、日程第２９、承認第９号専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市一

般会計補正予算（第３号）」を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 



- 310 - 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。反対討論がありますので許可します。（発言する者あり）これで討

論を終わります。 

 これより承認第９号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案は委員長報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第３０、承認第１０号専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。

西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  ちょっと気になったんですけども、委員長にお尋ねします。国保

会計の予備費の金額がべらぼうな金額になっている部分については委員会で何か議論された経過

あるでしょうか。２億３,０００万円ですか。 

○議長（後藤 憲次君）  文教厚生委員長、溝口泰章君。 

○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  お答えいたします。 

 この金額についての討議、議論は行っておりません。ただ、大きく金額の大きさには当然こん

なにいくのかというふうな言葉はございました。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論ありませんか。西郡均君。反対討論からお願いします。 

○議員（８番 西郡  均君）  反対討論になるかというのはわからんですけど、先ほど挾間町の

特別会計のところでも言いました。直前にべらぼうな国保税の値上げをして決算をして見ないと

わからないというような論法で値上げをしたんです。その結果が先ほど出した予備費の２億

３,０００万円になるんじゃなかろうかというように思います。５月の出納閉鎖を待たなければ

結末がどういうふうになるかわかりませんけれども、それだけ見てもずさんな挾間町の国保会計

がそのままあらわれた補正予算になったんじゃないかというように思ってこれには一言くぎを刺

しておきたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより承認第１０号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第３１、承認第１１号専決処分の承認を求めることについて「平成１７年度由布市

湯布院健康温泉館特別会計補正予算（第１号）」を議題として質疑を行います。質疑ありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより承認第１１号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第３２、承認第１２号専決処分の承認を求めることについて「平成１８年度由布市

老人保健特別会計補正予算（第１号）」についてを議題として質疑を行います。質疑ありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより承認第１２号を採決します。本案に対する委員長報告は承認です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第３３、議案第６９号由布市肉用子牛貸付基金条例及び由布市優良基礎雌牛導入基

金条例を廃止する条例についてを議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第６９号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本
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案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３４、議案第７１号由布市優良基礎牛貸付基金条例の制定についてを議題として

質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第７１号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３５、議案第７２号由布市城ケ原農村公園条例の制定についてを議題として質疑

を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第７２号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３６、議案第７６号由布市職員の給与の特例に関する条例の制定についてを議題

として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。反対討論がありますので許可します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  特別職に対してはそうまでないんですけど、一般職の給料５％カ

ットするということはやっぱりやっちゃあいけんことだというふうに思います。むしろそれより

も優秀な職員、幹部職員を育ててほしいというお願いをしておきたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第７６号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３７、議案第７７号由布市職員等の旅費の特例に関する条例の制定についてを議

題として質疑を行います。質疑ありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  これも給料カットと同じですけれども、こういうことをやらんで

きちっと支払って、そして、それ以上のやっぱり能力を引き出してほしいというふうにお願いし

たいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  質疑ですが、討論ですか。（「反対討論」と呼ぶ者あり）これで討論を

終わります。 

 これより議案第７７号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３８、議案第７８号由布市障害者自立支援条例の制定についてを議題として質疑

を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第７８号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３９、議案第７９号由布市長等の給与の特例に関する条例の一部改正についてを

議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第７９号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４０、議案第８１号由布市市営住宅条例の一部改正についてを議題として質疑を

行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第８１号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本

案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ここで休憩をします。１４時から再開します。 

午後１時45分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時00分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開いたします。 

 次に、日程第４１、議案第８２号由布市湯布院福祉センターの指定管理者の指定についてから

日程第７０、議案第１１３号由布市茅場老人憩いの家の指定管理者の指定についてまで３０議案

について一括議題として質疑、討論を行います。質疑ありませんか。３番、立川剛志君。 

○議員（３番 立川 剛志君）  ３番、立川であります。この議案８２号から最後の議案の指定管

理について一括統一した質問、委員長、同じ委員長に質問するのはあれなんですけども、委員会

の中で資料を提出するようにというふうに私頼んだんですが、資料が出ていきませんでしたので

あえて質問させてください。この中に、保険への加入ということで指定管理者は募集要綱仕様書

に定めるみずからのリスクに対して適切な範囲で保険等に加入することとあるんですが、この保

険の内容について詳しく教えてくれないかという質問だったんですが、大変委員会の中等では答

えが返ってきませんでしたので、あえて質問しております。今から先、契約結ぶ中で建物保険と

か、障害保険とかいろんなことが出てこようと思うんでお互いの指定管理される方との協議の中

でどういう保険に最低入るのかという協議がなされてないとなかなか金額の問題等も起こってく

るのではないかと非常に危惧しておりますので、委員長でなければほかの方でも結構ですのでお

答え願いたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  たいへん申しわけありません。失言をしておりました。 

 類似する委員会等にも他の委員長さんでもしその辺を検討されている方がいたら私に免じて御

回答していただきたいんですが、よろしくお願いします。 

○議長（後藤 憲次君）  ７番、溝口泰章君。 

○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  委員会の中ではございませんけれども、確認した覚えが

ありますので、ちょっとその件についてお伝えしたいと思います。 

 契約管理課の中でその質問をしたことがございます。受け手である指定管理者に対してその旨
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お伝えして今後のリスクについての、例えば請け負った後の建物によって生じた身体の被害とか

けがなんかですね。そういうものに対してのリスクをきちんと保障する保険に入るようにという

ことは想定されている指定管理者にお伝えしているということは伺いしました。 

○議長（後藤 憲次君）  立川剛志君。 

○議員（３番 立川 剛志君）  私が一番心配しているのは、建物保険の方が今多分湯布院の集会

所等は自治区がすべて建物保険掛け捨て保険等に入っていると思うんですが、今後それが市の今

財産になっているんで市が掛けるのか。今までどおり地区に掛けさせるのかその辺の明確化をは

っきりしておいて契約してほしいということで（発言する者あり）その点お願いいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  産業建設部長。 

○産業建設部長（篠田 安則君）  産業建設部長です。自治公民館それから指定管理の関係で今施

設の関係で今議案を出しておりますが、それぞれの施設につきましては市有財産という位置づけ

から建物の保険等につきましては市の方が掛けるのが本当のことだと思っております。今の状況

の中を湯布院町の自治公民館あたりを見ますと、町が保険を掛けていたり、それからまた、それ

ぞれの自治区で保険を掛けていたりというようなことでそれぞれまた自治区で違うようでござい

ますが、指定管理者を地区の方にお願いをするということになりますと、あくまでも市有財産と

いう立場からいきますと市の方が建物の保険を掛けていくというふうに今契約管理課ではその方

で、方向で作業進めています。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。反対討論がありますので許可します。１番、小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  議案第８２号から１１３号までについての一括討論ということで

すが、この中で委員会結果はすべて可決ということですけけれども、今回私は特に８９号から議

案８９号から１１１号湯布院の自治公民館の指定管理者の指定についてのみ可決することに反対

を申し上げたいというふうに思います。 

 文教厚生委員会の委員長報告聞きますと、委員会でも大分審議に困難をきわめて難しい判断を

迫られたということが伺えまして大変難しい委員会審議には非常に敬意を表したいと思います。

しかし、それでも現段階でこの自治区の指定管理者を指定することについては、可決すべきでは

ないということを考えて討論したいと思います。 

 まず、１点目ですが、委員長報告の中では条件をつけて指定管理者を指定するというふうにし

て３つの条件をつけております。しかし、議会の規則の中では条件つきの表決というのはできな
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いというふうになっております。議員は表決にあたってその表決に条件を設けることができない

と、もし、たとえつけてもそれはその議員の単なる希望的意見に過ぎない法的拘束力は持たない

というふうに議会規則には決められております。と言うことは、幾らこういう条件をつけてもそ

れを執行される確証はなく、安易にその確証がないままでこれを条件と議会側だけがとらえて指

定管理を指定する、管理者を指定することは避けるべきではないかというふうに思います。 

 ２点目ですが、委員会の方で条件として出されている内容と同じですけれども、今回のこの自

治公民館を指定管理者の指定にすることについては余りにも事前説明が不十分であるというふう

に思います。自治委員さんを一同に集めてこの指定管理者のこと説明しと言いましたけれども、

本来であれば１軒１軒地元地区を回ってそれぞれの自治公民館の状況を調べて、その状況に応じ

て各自治区と協議をすることが大前提でありまして、それがまだなされていない地元の住民の合

意も取られていないということでこの状況で指定すべきではないというふうに思います。 

 また、３点目としては、将来地元へ払い下げることが前提だというふうに先日の市長の御答弁

の中にもありましたけれども、私はそのこと自体が問題だというふうに思っております。そもそ

もこれらの湯布院町にある自治公民館が行政財産になっているのは過去の社会教育事業の先がけ

として行政が設置してきたことの意味を合併したからと言ってすぐにその意味を放棄して将来地

元へ払い下げるということは安易に言い過ぎているのではないかと。今後もうちょっとこの自治

公民館のあり方をきちんと行政として検討する必要があると思います。むしろ合併して今後地域

の自治がますます重要になってくる中で地域自治の拠点として行政がこういう施設をきちんと設

置づけること、むしろそれを挾間、庄内地域にもそういう設置を義務づける、行政として責任を

持つことぐらいが必要ではないかと私は思っています。 

 また、たとえ１００歩譲ってそれでも将来この自治公民館を地元へ払い下げることが前提だと

いうふうに言い切るのであれば、それを今の段階で地元の人たちにきちんと説明をしておくこと

がどうしても必要だと思います。委員長の報告あるいは執行部の説明を聞きましても将来払い下

げるというようなことは地元には全然言っていないということであればそういう説明なくして指

定管理者を指定するというのは非常に問題だと思います。 

 ４点目、委員長報告の中で、増築改築修理に関しては原則として由布市自治公民館等整備補助

交付規則によることを協定書に盛り込めというふうに書いてありますけれども、この点について

も私は異議があります。これは先日私が一般質問と質疑させていただいたことに対する答弁と矛

盾しておりまして、この由布市の自治公民館の整備補助交付規則というのは旧挾間、庄内町で地

元の方々が自分たちで自治公民館を建てるときの補助規則でありまして、少なくとも今回この指

定管理者に出そうとしている施設は行政財産であります。行政財産であるものにこの補助規則を

適用すべきものではないはずですので、この仕様書の中にこれを盛り込むということに対して私
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は反対をいたします。 

 また、もう１つ、仕様書の中では、今回の議案８９号から１１１号全部まとめた仕様書の中に

は修繕費等の経費負担区分という表があります。この中に、施設の改修についてあるいは大規模

な施設の修繕については由布市が行うというふうに明記をされております。施設の改修などにつ

いては由布市が行うという明記がありながらこの規定を適用させるとすると半分半分で地元とい

う節が両方負担しなければならないということで非常に矛盾してしまうというふうに思います。 

 以上の理由から費用負担ですとか、将来地元に払い下げるのかどうかということあるいは一つ

一つの施設についてどういう状況にあるのかということを十分に協議説明がされていないままで

今の状況のままで各自治区に指定管理者を指定してしまうことについては私は議会としては責任

が持てないのではないかというふうに思います。今後十分に地元自治区と協議していくというふ

うに行政側は説明しておりますけれども、今後協議していったときに、じゃあ、その負担のこと

で協議が整わなかった場合地元と行政側の思惑がうまくあわなかった場合に、いや、議会が議決

して指定したのですからというようなことで議会の議決責任にされたのでは私は大変困るという

ふうに思っております。そういう意味で今の段階でせめてこれらのことが条件がきちんと整理さ

れて地元へ十分に説明し、地元住民がしっかり合意を得た上で議会が議決してもおそくないと思

いますので、今の段階で可決すべきではない。せめて継続審議にすべきだと思い反対討論といた

します。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これで各議案を採決します。まず、日程第４１、議案第８２号由布市湯布院福祉センターの指

定管理者の指定についてを採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４２、議案第８３号由布市挾間町老人福祉センターの指定管理者の指定について

を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに

賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４３、議案第８４号由布市長期滞在施設奥江休暇村センターの指定管理者の指定

についてを採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定す
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ることに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４４、議案第８６号由布市庄内特産品販売所「かぐらちゃや」の指定管理者の指

定についてを採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定

することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４５、議案第８７号由布市乙丸温泉館の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４６、議案第８８号由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定についてを採決し

ます。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸

君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４７、議案第８９号中依地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４８、議案第９０号佐土原地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４９、議案第９１号山崎地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 
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○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５０、議案第９２号平地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。本

案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５１、議案第９３号鮎川地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５２、議案第９４号上津々良地区集会所の指定管理者の指定についてを採決しま

す。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君

の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５３、議案第９５号小平地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５４、議案第９６号水地地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５５、議案第９７号中島地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５６、議案第９８号槐木地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。
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本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５７、議案第９９号東石松地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５８、議案第１００号石光地区集会所の指定管理者の指定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５９、議案第１０１号塚原地区自治公民館の指定管理者の指定についてを採決し

ます。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸

君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６０、議案第１０２号並柳地区自治公民館の指定管理者の指定についてを採決し

ます。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸

君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６１、議案第１０３号若杉地区自治公民館の指定管理者の指定についてを採決し

ます。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸

君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６２、議案第１０４号荒木地区自治公民館の指定管理者の指定についてを採決し

ます。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸

君の挙手を求めます。 
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〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６３、議案第１０５号畑地区自治公民館の指定管理者の指定についてを採決しま

す。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君

の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手21名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６４、議案第１０７号由布市石武農民研修センターの指定管理者の指定について

を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに

賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６５、議案第１０８号由布市下湯平農民研修センターの指定管理者の指定につい

てを採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定すること

に賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６６、議案第１０９号由布市前徳野農業研修所の指定管理者の指定についてを採

決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成

の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６７、議案第１１０号由布市湯平農業研修所の指定管理者の指定についてを採決

します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６８、議案第１１１号由布市奥江地区研修施設の指定管理者の指定についてを採

決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成

の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 次に、日程第６９、議案第１１２号中台老人憩いの家の指定管理者の指定についてを採決しま

す。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君

の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第７０、議案第１１３号茅場老人憩いの家の指定管理者の指定についてを採決しま

す。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君

の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手22名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で議案第８２号から議案第１１３号までの指定管理者の指定についての議案３０件の採決

を終わりました。 

 次に、日程第７１、議案第１１４号市道路線の認定についてを議題として質疑を行います。質

疑ありませんか。４番、新井一徳君。 

○議員（４番 新井 一徳君）  ４番、新井です。委員長報告では否決ということに報告を受けま

したけど、これは庄内町に係わることなのでちょっと二、三お尋ねしたいと思います。 

 まず、お聞きしたいのは、委員長報告の中にもありましたけど、市道としての必要性と基準を

満たせる状況下でないとの判断ということでありますけども、その市道認定基準なるものがいつ

検討され、決定したのか。それと、告示日がわかればお教えいただきたいと思います。 

 それと、もう１つは、その規定なり、要綱を決めるときに旧庄内町の議会で町道への認定がこ

の３件残っていることは建設水道委員会としては御存じであったのかその辺をお聞きしたいと思

います。 

○議長（後藤 憲次君）  建設水道委員長、佐藤正君。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  お答えをいたします。 

 必要性あるいは基準がどうなのかという御質問でございますけれども、当委員会で慎重な審議

を重ねて担当課から市道認定の基準等々も３月あるいは今回の定例議会におきましてお聞きをし

ました。今その資料は手元にございませんので、後日お届けをいたしますけれども、ただ、必要

性がないということにつきましては、転回場所もない、また、行きどまり状態で行き先は林道と

民家もないというふうなことで判断をしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  新井一徳君。 

○議員（４番 新井 一徳君）  市道基準にしては告示日は。４月１日ですか。ということで４月
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１日ということでいいのかどうかちょっとわかりませんけど、この基準要綱を検討する時点でこ

の庄内町の残りの３件の取り扱いについては協議されなかったのかどうかもう一度お尋ねしたい

と思います。 

○議長（後藤 憲次君）  佐藤正君。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  委員会の中で旧庄内町の議会に上がりましたことも旧庄

内町の議員さんからお聞きをしております。ただ、庄内町に限らず湯布院町もこういう件がござ

いましたけれども、取り下げをした経緯がございます。 

 それと、基準で幅員が４メーターということの基準はなっておりますけども、４メーターなく

ても市長が基準に満たなくても市道に認定できるというような条項がございますけれども、これ

は削除するように担当課にはお願いをしてございます。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに質疑ありませんか。三重野精二君。 

○議員（２２番 三重野精二君）  ２２番、三重野です。新井議員の言われましたことに関連をい

たしますが、旧庄内町議会でこれは請願を採択をして、その折に御存じのように、挾間町から何

１０件というその市道認定が出ました。そのときに随分論議をされた問題だと思います。そのと

きにここにおられる市長がまた庄内の当時の課長または助役につきましても、こういう合併を前

に残っておる３件について出すことが非常にやっぱし問題であろうということで挾間町の何

１０件かについてはそのときにこれだけ論議をされたのになおかつ追い打ちをかけて庄内が３件

もこれは同時に出した問題じゃないんです。何回かにわけて１件ずつ出したこの案件であります。

やはり旧庄内町議会がほいじゃあ、審議の段階で挾間町から出た何１０件というものの中に１カ

所もそういう行きどまりの道路がなかったかというようなこともこれは委員会としてすべてを一

つずつ吟味をされて、それと、やはり比較対照をしながら庄内のこの３件についても既に合併前

の町議会で採択をされたんだと、しかし、そういう事情があって少なくとも庄内は私は遠慮した

形のことになっておると思います。そういうものをやはり理屈はあるにしましても、やはり旧町

で採択をされたその問題については私はやはり配慮をなされるべきだと思いますし、なおかつ市

民が本当に市道になることによって将来ともいろんな形で道路の維持管理等が、これが有利にな

るという市民のこの有利につながる私は案件だというふうに思っております。そういうものをし

かも執行部もこれを認め、提案をしておる、それを市議会がその否決をするということは議員と

してのそういう役割に本当にマッチをしておるかということを委員会としてはもう少し私は慎重

に論議をしてほしい問題だと思います。これは単に庄内の問題やなしに今後ともそういう問題が

出てきたときに行きどまりの道路であってもそういうものが本当に必要であれば私は議会として

はそれはやはり乗り越えてでも採択をするのが本来の議会の役割であるというふうに思っており
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ますが、そこらの面を私が今申し上げたことについてどのような論議が委員会の中でなされたか

お聞きをしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  建設水道委員長、佐藤正君。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  三重野議員にお答えをいたします。 

 何か当委員会が慎重な審議をしなかったような御質問でございますけども、我々は先ほども申

し上げましたように、市道の基準これは議員御指摘のように、行きどまりでも挾間はやっておる

じゃないかというようなことですけども、委員長報告の中に行きどまりであれば、やはり転回場

所も必要だろうというのと、それから、挾間町の町道認定をした折の際に、この件もいろんなこ

とで確認をしたかというふうに私は理解をしましたけれども、旧町の町道認定あるいは庄内、湯

布院旧町の町道認定のいろんな分野を考えるんではなくて新しく由布市が生まれたんですから、

この由布市の中で今回提案されたこの議案について我々は審議をした以上でございます。そうい

うことでございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。４番、新井一徳君。まず、反対の方から。いいです、賛成の議案に対し

て。 

○議員（４番 新井 一徳君）  ４番、新井です。私はこの議案１１４号市道路線の認定について

に対しては可決を望みます。 

 理由といたしましては、阿蘇野の森山線については平成１７年３月議会、内川野線は６月議会

の旧庄内町議会で請願を受け採択したものであります。特にこの森山線については執行部側の建

設課と総務課との書類上の不備でありまして６月議会に提出がおくれたとの事情があったわけで

あります。その時点で認定をしておれば、当然市道となった路線であります。早く認定をとの要

望も議会で取り上げられましたが、旧挾間町の農道から町道への格上げがたしか７８路線わざわ

ざ臨時会を開いてまでも請願採択をして大きな問題となりました。私としても挾間町の議会での

議決に対して異議を唱えるつもりはございません。しかし、旧庄内町の認定がおくれた理由の原

因であったことは間違いありません。その当時の庄内町議会としましても執行部側からの強い要

請があり、この路線の認定を遅らせたという経緯を建設水道委員会の中にも事情を知っている議

員もいると思います。旧湯布院町も合併協議事項を守って遠慮してきたともお聞きしております。

それはそれとして町道や市道の認定に議会の議決を求めているのは町長や市長等議員を含め政治

的な配慮や利害のために乱用を防止するための議会でのチェック機能であり、この３路線は住民

からの要望であり請願書として上がった路線であります。旧庄内町議会で慎重審議し、そのとき
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の認定基準をもとに採択したものであり、議会は採択をした以上、その実現について最善の努力

をするべき責任があると思います。よって、私はこの議案１１４号市道路線の認定に対しては可

決を望みます。議員各位のその事情等をおくみ取りの上、議決をお願いします。 

 なお、執行部側にも要望があります。万が一この議案がこの本会議上で否決という形になった

場合、市と市長並びに関係課は１０月から３月までの告示前に議案として提出されれば結果は変

わったかも知れません。委員長報告のとおりいきますと、この残りの２路線は市道基準に満たな

いとの判断のようであります。責任所在を明らかにしていま一度詳しく事情を説明して再検討を

お願いすることが筋であると考えます。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 吉村 幸治君。 

○議員（１９番 吉村 幸治君）  委員長報告に賛成、原案に否決の討論をさせていただきます。

この件につきましても執行部側に提案の仕方については建設委員会で十分建設水道の中で注意を

してほしいと、こういう議案は１件１件上げてこそ議案として成立するんじゃないかということ

を附則として申し添えております。 

 それから、建設水道の中で現地にも行きまして十二分に視差をいたしました。また、担当課の

そのいきさつについても説明を受けました。しかし、新しく由布市というものが始まったわけで

ございますから由布市の市道認定基準にまず沿うということを委員会として結論づけたというふ

うに思っております。万が一これを認めるということになりますと由布市としての市道認定基準

というものが根底から覆るおそれがあるというふうな思いの中で委員長報告のとおり否決をした

ということでございます。原案に否決の討論とさせていただきます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第１１４号を採決します。本案に対する委員長報告は否決でありますので、原案

について採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立２名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立少数であります。よって、本案は否決されました。 

 次に、日程第７２、議案第１１５号事務の委託の協議について「日出町」を議題として質疑を

行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第１１５号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。

本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第７３、議案第１１６号大分県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の

増減についてを議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより議案第１１６号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。

本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第７４、議案第１１７号平成１８年度由布市一般会計補正予算（第１号）について

を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。吉村幸治君。 

○議員（１９番 吉村 幸治君）  １９番。観光経済常任委員長にお尋ねをいたします。 

 この原案を可決すべきものという決定をされておりますけれども、経過及び理由の中に、陣屋

の村の修繕費に関しまして８００何十万円でしたかね、これが予算化されておるわけですけれど

も、それを執行するなということで受けとめてよいのかということがまず１点と。 

 陣屋の村は宿泊施設でございますから温泉が枯渇するということは非常にその営業の上におい

ても大きなるダメージを与えるもんじゃないかなと思いますが、その辺についても十分なる審査

をしたのか。この２点についてお伺いいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  西郡均君。 

○観光経済常任委員長（西郡  均君）  吉村議員にお答えいたします。 

 先ほど同僚議員の討論の中でありましたが、条件をつけてもあるいはそういうことを書いても

当局が守らなくていいですよと言われたんですけど、基本的には執行停止ということに合意をし

ていただきました。と言いますのも、当施設は宿泊棟内と温泉館と別々の施設があって両方にボ

イラーがあって、そして、今回は宿泊施設棟内のボイラー壊れましたけれども、近日中に温泉館

の方も耐用年数の関係でまたやらなきゃならんというそういう何度も二重の経費をかけるという

ことに対してはやっぱりおかしいんじゃないかというやっぱ議論になって、やっぱこれは一つに

統一してほしいと早目に、そのための通路等に経費を要する部分があるので丸っきり執行停止ち
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ゅうんじゃなくてそういう計画が具体的に出て委員会あるいは皆さんの議会で了解が得られれば

それについて執行していいと、とりあえずボイラーを宿泊棟内のボイラーをやりかえることにつ

いてはやっぱりやるなということでお願いしました。 

 そうすると、支障はないのかということなんですけども、冬場はボイラーを使って炊かなきゃ

ならんけども、夏場はそこまでする必要がないということで今使ってます。現状は。そういうこ

とで例え使わなくても温泉館の方があるわけですからそれは何か早目に検討して対応してほしい

ということをお願いいたしました。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論なしと認めます。 

 これより議案第１１７号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報

告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第７５、議案第１１８号由布市里の駅陣屋市場の指定管理者の指定についてから日

程第７８、議案第１２１号内徳野地区自治公民館の指定管理者の指定についてまでの４議案を一

括議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 １番、小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  一括の質疑、討論ですが、私は議案１２１号についてのみ反対を

したく反対討論をいたします。 

 理由の先ほどの議案８９号から１１３号までと同じですが、これも内徳野自治公民館の指定管

理者を指定する議案であります。まだ十分に地元への説明と合意がなされていないこと、特にこ

れは追加議案として出されておきながら最終日に指定することには無理がある。さらに内徳野自

治公民館というのは昭和５２年の建設で築年数２９年たっております。今回指定管理者制度の指

定をしている中でも最も古い建物であります。そういう意味でも早急に改築あるいは建てかえの

検討が要される施設だと思いますが、そういうことについて事前に地元と十分な協議がされてい
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ないことを含め、今の段階で指定管理者を指定するのは早過ぎると思い、可決には反対いたしま

す。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより各議案について採決します。まず、日程第７５、議案第１１８号由布市里の駅陣屋市

場の指定管理者の指定についてを採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員

長報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第７６、議案第１１９号由布市川西農村健康交流センターの指定管理者の指定につ

いてを採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第７７、議案第１２０号由布市下湯平地区特産物加工施設の指定管理者の指定につ

いてを採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第７８、議案第１２１号内徳野地区自治公民館の指定管理者の指定についてを採決

します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

〔議員25名中挙手20名〕 

○議長（後藤 憲次君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で市長提出案件の採決が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（後藤 憲次君）  次に、日程第７９、発議第３号由布市議会の議決事件に関する条例の制

定についてを上程いたします。 

 提出者を代表し、提案理由の説明を求めます。１番、小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  発議第３号由布市議会の議決事件に関する条例の制定について、
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上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定により提出いたし

ます。提出者、市議会議員小林華弥子、髙橋義孝、賛成者は総務委員会の皆さんです。 

 提案理由ですが、平成１２年４月より地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する

法律（通称地方分権一括法、平成１１年法律第８７号）が施行され、地方分権改革の推進が図ら

れる中、由布市の憲章、宣言及び総合計画の基本計画を議会の議決事件として定めることにより

議会の役割と責任の重要性を高めるとともに議会と行政両者が責任を持って由布市のまちづくり

に積極的に係わっていくことを明確にするため。由布市議会議長後藤憲次殿。 

 内容につきましては、具体的には由布市で出します憲章及び由布市の基本的方針に係わる宣言

を制定、変更または廃止する場合、それから、由布市の基本計画、具体的には総合計画の基本計

画部分ですが、それを策定、変更または廃止する場合に議会の議決を要するというための条例で

す。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  提出者からの提案理由の説明が終わりました。 

 ここで質疑を受けます。質疑ありませんか。７番、溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  ７番、溝口です。ただいまの発議に対して質問申し上げます。 

 由布市の憲章宣言及び総合計画の基本計画を議会の議決事件として定めるということですが、

特に総合計画の基本計画に対するスケジュール的なものは立案して、それを承認して、策定に至

るというプロセスを踏むと思うんですが、この発議によりますと、立案段階で既に議会が入り込

んでいくような意味合いを感じるんですが、その点はどうなっているのかお伺いします。 

○議長（後藤 憲次君）  小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  基本的には立案段階からの関わりを条例で定めているのではなく

て基本計画これは地方自治法第２条４項に規定する基本構想という部分が議会の議決要件になっ

ております。具体的に言いますと、総合計画の基本構想の部分は策定をするときに最後の段階で

議会の議決を要さなければ策定できません。それと同じように基本計画も最後に策定する段階で

議会の議決が必要だという意味でありまして、最初の立案の部分から議会が係わるということに

は関与していないというのが条例の中身であります。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに、溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  と言うことは、この構想自体に立案のところに係わらないという

ことはそのまま別段条例化しなくても流れの中では必要性をそんなに認めなくてもいいんじゃな

いかと思うんですけれども、ちょっとその辺の差を、意味合いを教えてください。 

○議長（後藤 憲次君）  小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  今回これをどうして議会の議決要件として条例に定めようとして
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いるかと申しますと、基本的に今実態を見ますと、旧挾間、庄内、湯布院それぞれの３町で総合

計画が策定されるときに基本構想の部分だけではなくて基本計画の部分も一緒に議決要件として

はないんですけれども、基本構想の添付資料という意味合いで一緒に議会に提出されております。

議会は基本構想というのは漠然とした市のあり方の構想を述べるだけであり、実質的な新市の運

営については基本計画の部分で述べられております。そこの部分を議会がきちんと参考資料とし

て見るだけではなくて、それを議会として議決することによって基本計画に対しても議会がきち

んと責任を持とうという意味で議会の議決要因とすべきものであります。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  私としては今１番議員の答弁でちょっと感じるところがあるんで

すけど、本当にこのままこの条例を制定していますと、執行部の方の自由とは申しませんけれど

も、発案に対してのある種議会からのプレッシャーというのがどうしても生じるような気持ちの

上でも制度化してしまうと自由な発想を議会があるんだからというふうな形でブレーキをかける

ようなそんな力が働くんでないかというふうなところが危惧されるんですけども、その点、ちょ

っと。 

○議長（後藤 憲次君）  小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  これは考え方だと思いますけど、私はむしろ基本計画、総合計画

の基本計画の部分については議会と行政側が両方責任を持って策定していく癩癩策定していくと

いうか議決をして責任を持つべきものであるというふうに考えます。 

 また、もう１つ、議会が基本計画の部分まで議決を要するということの意味は、今の段階で由

布市の総合計画の基本構想は１０年間を想定して基本構想をつくり、基本計画の部分は５年間の

スパンで基本計画を策定しております。今のままこの条例、議決要因にならなかった場合には

１０年に一度だけ議会は基本構想を議決すればいいだけであって１０年間の基本的な計画ですと

か、行政の運営に関しては、もう市長だけの権限で方向性が決まってしまう。むしろ基本計画を

議決要因にすることで５年ごとに由布市の行政運営の方向性について議会が議決をすることによ

って市長と一緒に市の方向性が決めていけるということだと思います。議決要因にすれば議会の

関与が深まって市長の権限を脅かすのではないかという御質問の趣旨だと思いますけれども、私

はむしろ基本計画の策定の部分については市長だけの権限だけではなくて議会と行政側が一緒に

なって議決していく責任をこれから持つべきだと思いますので、議決要因とすべきだと思ってお

ります。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。５番、佐藤郁夫君。 

○議員（５番 佐藤 郁夫君）  ５番、佐藤です。お疲れさまでございます。ちょっと１点だけ確

認なり方向性というのを聞いておきたいと思ってます。議会がそれぞれ計画に係わるというのは
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非常の素晴らしいことであると思いますし、私も否定するわけでございません。ただ、この中で

宣言の部分でございますが、基本的方針に係わる宣言という形の中で盛り込んでおります。これ

の基準と申しますか、代表例等をもしあれば、わかればお聞かせをしていただきたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  ２番、髙橋義孝君。 

○議員（２番 髙橋 義孝君）  ２番、髙橋です。御質問にお答えします。 

 ここにも書いてありますとおり、由布市の基本的方針に係る宣言ということで普遍的なもの、

各プロジェクトに対するいろんな宣言があろうかとは思いますけれども、そういったことではな

く基本的市政についての大まかな方針と言いますか、この文字どおりなんですけど、例えば湯布

院町でありました青少年の町の宣言ですとか、そういった形の宣言ということをイメージしてお

ります。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。７番、溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  反対の意味での討論をさせていただきます。今質疑で私発言いた

しましたように、本来議会の有り様からしますと行政と総合計画の基本計画の議決に関してです

けれども、近づき過ぎる嫌いがあると思います。よく議会は執行部に対して一歩離れて、しかし、

二歩以上離れないというスタンスがございます。したがって、この市の権限である基本構想の立

案、そして、構想を立ててという段階まで入り込むことは議会の方の権利を超える部分になるの

ではないかという危惧を持ってこの発議に対して反対をいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論はありませんか。８番、西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  この発議に対して賛成の立場で討論します。全国の議長会がもう

既に大半の市町村が基本構想と基本計画を同時に議会に上程している状況の中においても、やは

り地方自治法第２条５項に基本計画そのものを追加しようという運動を今しております。同時に

それができない場合でも９６条第１項の議決事項として追考するのが当然だというような主張を

しているところから考えれば、これを早急に議決して、そして、議会としての態度を示すという

ことが重要だというふうに思います。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより発議第３号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求
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めます。 

〔議員25名中起立16名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ここで休憩します。再開は１５時１０分から再開します。 

午後３時00分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後３時13分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８０．発議案第４号 

日程第８１．閉会中の継続審査・調査申出書 

○議長（後藤 憲次君） お諮りします。本日議員発議案として発議第４号義務教育費国庫負担制

度の堅持を求める意見書並びに各委員会から閉会中の継続審査・調査申出書が提出されておりま

す。これについては、この２件を本日の日程に追加し、追加日程第８０及び第８１として議題に

いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、議員発議案１件、閉会中の継続審査・調

査申出書を追加日程第８０及び第８１として議題とすることに決定いたしました。 

  まず、日程第８０、発議第４号義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書を議題として、

提出者に提案理由の説明を求めます。７番、溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  溝口でございます。発議第４号義務教育費国庫負担制度の堅持を

求める意見書を提出いたします。上記の意見書を別紙のとおり、会議規則第１４条の規定により

提出する。提出者、由布市議会議員溝口泰章、賛成者、由布市議会議員田中真理子、同山村博司、

同江藤明彦、同佐藤友信、同髙橋義孝の提出でございます。 

 提案理由、子供たちが等しく良質な教育が受けられるよう、また、教育水準の確保や地方財政

を圧迫させないため。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより審議に入ります。発議第４号を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより発議第４号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の
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諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第８１、閉会中の継続審査、調査申出書の件を議題といたします。 

 お手元に配付しておりますように、各常任委員会、議会運営委員会の各委員長から会議規則第

１０４条の規定により閉会中の継続審査、調査の申し出があります。 

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査、調査とすることに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中

の継続審査、調査とすることに決定をいたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（後藤 憲次君）  以上で今期定例会の議事日程はすべて終了いたします。よって、本定例

会は本日で閉会いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、本定例会は本日で閉会することに決定い

たしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（後藤 憲次君）  市長、閉会あいさつ。 

○市長（首藤 奉文君）  平成１８年第２回由布市議会定例会の閉会にあたりまして一言お礼のご

あいさつを申し上げます。 

 去る６月８日に開会をいたし、本日まで１９日間にわたり本会議に御提案いたしました認定

１７件、報告３件、承認１０件、議案５２件につきまして慎重なる御審議をいただき、特に追加

議案として４件をお願いし、それぞれ原案のとおり可決、御承認を賜りましたことに心から感謝

を申し上げる次第でございます。 

 さて、本会議を通じまして議員各位からいただきました貴重な御意見、御示唆、また御要望に

つきましては今後市政運営の中で十分生かしまして市民の期待にこたえるべく最善の努力をして

まいりたいと考えております。 

 本当に長期間ありがとうございました。７月になりますと梅雨も明けまして暑い夏を迎えるこ

とになると思いますが、議員皆様方にはくれぐれも健康に留意されまして一層の御活躍をされま

すよう御祈念申し上げまして、閉会のごあいさつとさしていただきます。大変お疲れでございま

した。ありがとうございました。 
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○議長（後藤 憲次君）  議長より一言お礼を申し上げます。平成１８年度第２回定例会におきま

して一言お礼を申し上げます。 

 今期定例会は去る６月８日開会以来、本日まで１９日間にわたり提出されましたすべての議案

をはじめ、合併までの各町の１７年度決算について決算特別委員会等を設置し、審議していただ

き、提案されたすべての案件を議了することができます。これもひとえに議員各位の御協力の賜

物と深く感謝申し上げます。衷心より厚くお礼を申し上げます。 

 また、市長をはじめ、執行部の各位におかれましても審議の間、常に真摯な態度をもって審議

に御協力いただき厚くお礼を申し上げます。今期定例会を通じて議員各位から述べられた一般質

問あるいは質疑などの意見、要望につきましては、今後十分行政に反映されることを期待したい

と思います。議員各位には、これから暑さがますます厳しくなります。健康に十分留意され議員

活動に励まれますようにお願いいたしまして閉会のあいさつといたします。大変ありがとうござ

いました。御苦労さまでした。 

 議員各位は全員協議会室に集まってください。 

午後３時20分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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